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編集長

の 糧

ドイ ル ・Ｌ ・ グ リ ー ン

誌 の成否 は， ページ数や サイズ，割 り付 け，挿 し絵，あ るい は使用 されてい

本
るカラーによって決まるのではない。長い目で見て，読者に何を与えている

かによって決まるのである。教会のこの機関誌によって祝福を得たという数多 くの

手紙の中から，ひとつを紹介 しよう。

・投書者はソル トレーク盆地内のあるワー ド部のＹＭＭ ＩＡ会長である。彼は教会

員の家庭に生まれ，バプテスマを受けたが，青春の日々を気ままに送っていた。や

がてひとりの末 日聖徒の少女 と恋におち，神殿には行けなか ったが彼女 と結婚 し

た。彼女は彼の悪い習慣をやめさせ，教会に興味を持たせようとしたが，彼は依然

として教会にはよい気持を抱いていなかった。

…

…

…

…

…
…

｛

…

き

…

　
ある晩 子供たち慨 り凄 が集会に行・てし’る間に，彼は居間にすわ・てタバ ｉ

コを くゆらしながら，何気なく教会の雑誌を とりあげ，パラパラと目を 通 し始 め ‡

董爺 譜櫨 建灘 菜惚毒叢難 譲禦撚 ｉ
ろうと思い，その記事を読み始めた。 しかし案に反 して，それは喫煙の習慣を克服 １

ぐ

羅 難 懇雛 ｌｌ諜ｌｌｌ三轡 １謡

驚 識 １懸 １雛 鎚ｌｌ灘 １
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６月 の こよ み

４日 １８３７年 英国伝道部開設さる。

９日 １８３０年 教 会設 立 後 最 初 の大 会 が

ニ ュー ヨー ク ・フ ェ イ ヤ

ッ トで 開 か る。

１０日 １８７５年 ＹＭ Ｍ ＩＡ が組 織 さ る。

２７日 ユ８４４年 ジ ョセ ブ ・ス ミ ス と ハ イ

ラ ム ・ス ミス 殉 教 す 。
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表紙について

自己を見つめる

今 月 も ウ ィ リア ム ・ウ ィ タカ画 伯 に よ

る絵 で あ る。 ウ ィ タ カ兄弟 の描 くの は ，

か の １８２３年 秋 ， ９月２２日の朝 の ジ ョセ ブ

・ス ミス父 子 で あ る。 天 使 モ ロナ イ か ら

教 え を 受 け た 少 年 ジ ョセ ブは ，畑 に い る

父 の 所 へ 行 き， 昨 晩 の 間 に 見 た示 現 や 受

け た い ま しめ の こ とを 話 した。 父 は 熱心

に耳 を 傾 け ， ジ ョセ ブが 話 し終 る とた だ

一 言 ， 「これ は ま さ し く神 ご とで あ る。

その 使 者 の 言 い つ け 通 りに 行 って せ よ 」

と言 った の で あ る。 （ジ ョセ ブ ・ス ミス

２ １４８－ ５０参 照 ）
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我 々 の 証 を 強 め る

「聖 徒 の 道
、

ジ ョセ ブ ・フ ィー ル テ ィ ン ク ・ス ミス

大 管 長

会の 「聖徒 の道」の 今月号 は，終 わ りを も初 めを教

も意味す る。１９６７年 におけ るその初版 か ら 「聖

徒の道」には 「インプルーヴメ ン ト・エ’ラ」，「イ ンス

トラ クター」，「扶助協会 誌」，「チ ル ドレ ンズ ・，フレ

ン ド」か ら選ばれた記 事が載せ られ て きたが， これ ら

の雑誌は１９７０年１２月号を もって廃 刊 とな っ た・の で あ

る。

家族を強 くしよ うとの意 図を もって，教会 の土台 と

も言 うべ き大管長会 と十二使 徒定 員会 は ３冊 の雑誌を

新た に発行す ることに決定 した。成人 のための 「末 日

聖徒 イエス ・キ リス ト教会 の エンサ イン」， 青少年 の

ための 「ニ ュー ・エ ラ」， 子供のための 「フレン ド」

が１９７１年 １月か ら発 刊 されたが， ４，月か らは愛す る兄

弟姉妹の家庭 に， 「エ ンサ イン」 と 「フレン ド」 か ら

選 び 出された記 事が載 せ られ た聖徒 の道 が とどけ られ

てい る。またその翌 月にはその ２誌 に加 えて，．世界 中

の教会 の若人が読 め るよ うに ｒニーユー ・エ ラ」の記事

が載せ られている。

みな さま方のすべてが家庭 で 「聖徒 の道」 を購読 さ

れ るよ う，勧 め るものであ る。それは 日本語 を話す人

々に とって唯一 の公的な教会 誌であ る。 これよ り先，

この本を読み， そ こか ら得 られ る偉 大な真理 を生 活に

生 か して いただ きたい。 この雑 誌は家庭 の夕べのテキ

ス ト，神権 および補助組織の テキス ト，また教会標準

聖典を学ぶ上で大 きな助 け，大 きな力の泉 とな るであ

ろ う。実 に，我 々は今 の時代 にあって，永遠の生命 と

救 いに導 く霊感 に満 ちた指導書を持 うてい る の で あ

る６∵ ． １ ：” ： 卜 ㍗ ’１、膏

多 くの人 々が教会の雑誌 を終生の友 と して きた』．長

年 にわた り， それ らの本は我 々に何を与えて きた こ．と

であろ う。世界 中の教会員 にどの ような助言 と喜 びを

あ た らして きた ことであ ろ うσ ・・ 、一．・．

私 の父 である教会 の第六代 目大管長 ジ ョセ ブ ｒＦ ・

ス ミスは，教会雑誌 が強固な家庭 とゆ るがぬ証 を築 く

とい うこ．とを充分承知 していた。彼 は 「インプルｒヴ

？ξン．ト．・エ ラ穎 と１「ジ１ゴ．ブチル ．・１インス トラクタｒ７掌

１４９



の編集長 とな った のである。

父 は私 の知 って いる限 りで最 も心の やさ しい人で あ

った。彼は しいたげ られた人 々や悩む人 々に対 してい

つ も同情を寄せて いた。特 に子供を深 く愛 していた。

あ らゆ る子供 たちを愛 してお り，子供 が虐待 され る光

景 な どは とて も見 てい られない人 であ った。

彼 は義 の説教者 であ り， その言葉 の真心 は人 々の心

を刺 し貫 いた。彼 は確 固 と した信念 に支え られ た権威

と， 真理 の知識 か ら生 まれた確信 を持 つ人 として語 っ

た。その証 には疑 いやあいまい さはみ じん も な か っ

た。それは特 に，救 い主 の神性 や叔父 であ る予言者 ジ

ョせ フ ・ス ミスの使命 について語 る時 に顕 著 で あ っ

た。

父のかたわ らに座 って福音 の原則 や教えを聞いた時

の ことは，私 にと って最 もなつか しい記憶 であ る。 こ

うして，私 自身の知識の土台は真理 に基礎 を置かれた

のであ る。そ してそれがゆえに，私 の蹟 い主 は生 きて

お られ， ジ 自セ ブ ・ス ミスは生 け る神の予言者 であ る

と声高 く言え るようにな っためで ある。

私は ジ ョセ ブ ・ス ミスや ブ リガ ム ・ヤ ングが予言者

の召 しを受 けてい る とい う証を幼年時代 に得た。父が

親 しか らた ヤ ング大管長は私か １才 の年 に他界 したが

私 は年若 い時 にジ ョン ・テイラー， ウ ィル フォー ド・

ウッ ドラフ， ロレンゾ ・ズノー各大管長 を個人的 に知

うた。

エ ラめ編集者 と して働いていた ヒーバ ー ・Ｊ ・グ ラ

シ†，ｒジ ゴージ ・１アルバ ∠ ト５ス ミス，』デ ビ ド」０ ・

マラケイの各大管長は，私が使徒 に聖任 され た時，十

１５０

、

二使徒評議員会の会員であった。私は彼 らがみな， こ

の地上に神の王国である教会を打ち建てることに恐れ

を知 らぬ，神より選ばれた人 々であることを知 ってい

る。

どの時代にあっても，個人個人の証 こそ，末 日聖徒

イエス ・キ リス ト教会の力である。証は家庭において

最 もよく育まれるが，証をいったん持 ち得たとなると

それは祈 りや，古代近代の書物に記録 された予言者 ら

の言葉を学ぶ こと，教会にあって働 くことなどにより

教会の集会の中でますます強 くされてい くのである。

「聖徒の道」は， 日本語を話す人々が，各家庭で互い

に証を得るよう助け合 うための強力な補助 手 段 で あ

る。 ここで忘れてならない ことは，証を得，証を保つ

のは，家庭内での仕事だ とい うことである。家族の持

つ証をさらに強めてくれる物事は，すべておろそかに

してはならない。

私は，長兄 イエス ・キ リス トが現在地上で働きを進

めているこの教会の頭であり，キ リス トが教会の諸活

動を指揮 したもうこと，選ばれたしもべたちか ら与え

られる助言や勧告にいかに忠実に従 ったかによって我

々に祝福を与えられることを知らている。

我 々ひとりひとりが教会の指導者たちと教会誌を支

持するよう，心より祈 るものである。

今 月 号 で １ま 「イ ンプ ル ー ヴ メ ン ト ・エ ラリ， 「イ ン冬 ト７ クター 」

「扶 助 協 会 誌 」， 「チ ル ド レンズ ・フ レン ド」等 の過 去 の雑 誌 か らの

記 事 が と りあ げ られ て い る こ とを 喜 ぶ 次第 で あ る。

編 集 長 ドイ ル ・Ｌ ・グ リー ン



教 会 ε教 会 誌

編集長 ドイ ル ・Ｌ ・グ リー ン

＿ の神権時代における教会の
一

初期から，書物は欠かせぬ

役割を演 じてきた。１８２０年の早春

ジ ョセブ ・スミスは聖書の言葉か

ら聖なる森へ導かれた。そして金

版に刻まれた文字は，翻訳されて

モルモン経 という書物になり，聖

書を証 し，貴重な福音の真理を人

に啓示 した。さらに啓示は教義 と

聖約に，歴史の書 と教えは高価な

る真珠になり，教会標準聖典 とな

つた。

新聞雑誌などの定期刊行物 も，

福音の回復と教会設立に決定的な

役割を果た した。そのうちのある

ものは長 く続 き，あるものはす ぐ

に廃止 されたが，教会をとりま く

状況と必要の程度に従 って変遷を

たどったのである。

教会の刊行物の歴史を調べてみ

る人は，かつて私 もそうであった

ように，教会歴史が比較的短い割

に非常な数の刊行物が発行され多

くの変遷を経てきていることに驚

くに違いない。

組織が 「声」を持つことは大切

であるが，１８３０年 ４月 ６日に予言

者 ジョセブ ・ス ミスにより神の導

きの もとに組織 された年 若い末 日

聖徒 イエス ・キ リス ト教会に とっ

て，啓：示 され る主のみ言 葉を教会

員，非教会員 に広 める手 段を持 つ

ことは特に大切で あ った。

自教会歴史記録第 １巻には 「大会

が開かれ（１８３１），Ｗ ・Ｗ ・フェル

プ ス兄弟が ミズー リへ行 く途 中，

ミズー リ州 ジ ャクソン郡 インデペ

ンデ ンスに おいて，「イブニ ング ・

ア ン ド・モ ーニーング ・スター」 と

呼ばれ る月刊 の新聞を発行す るた ・

め， シ ンシナテ ィ （オハ イオ） に

とどま り， 印刷機 とタイプを購 入

す るよ う指示 された」（英文 Ｐ２１７）

と記 されてい る。

これ が教会発行定期刊行物 の最

初で ある。１８３２年 ２月に フェルフｏ

ス兄弟か ら出された発刊趣意書 に

は，主 の目的を遂げ る時が急速 に

近づ いてい る と述べ られていた。

『「よ
って，主を おそれ，’あ らゆ る

国家，国民，国語，民族 に真理 を

広 めるた めを もって， この新聞は

発行 され……」 とそ こに記 されて

いる。 また編集者 は， 「イスラエ

ル が神 の恩恵 にた ちかえ るその先

駆で ある上 に，永遠の福音の伝え

手 として， （この新 聞は）神 の聖

徒 たちを霊的 にも物質的 に も益す

る真理 や情報 を も内 容 に 含 む」

（教会歴史記録英文 １：２５９） と書

いてい る。

１８３２年 ６月， 当時』としては合衆

国内の他 の印刷工場 か ら １９０キロ

も隔た った西 部の一工場 か ら第 １

号 が発行 され た。 その新聞 は以来

１４か月 間， 印刷工場 が暴徒 に襲わ

れて印刷機 や タ イ プ が壊 された

１８３３年 ７月２０日まで続 いた。

しか しなお も教会 はその 「声」

を必要 と していたため，１８３３年１２

月はオハ イオ州 カー トラン ドにお

いて， 別の印刷機 を手 にいれ， オ

リバ ー ・カウ ドリの もとに再 び出

版 を始 めた。 それはほんの１０か月

ほ どで装 いを改め， 名称 は 「末 日

聖徒 メッセ ンジ ャー ・ア ン ドｉア

ドボケー ト」 とな った。

この出版物 の第 ユ号 には，．特 に

教会の教義 の重要点 がオ リ‘バ ー ・

カウ ドリの署 名を付 して載せ られ

てい る。 フレデ リヅク ρ．（｝・ウィ

リアムズ とのちには予言者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス自身が この新聞 の発行

者 とな った。 「末 日聖徒 メ ッセ ン

１５１



ジャー ・ア ン ド・ア ドボケー ト」

は３６版発行 され，主 と して教義 的

内容が多 く，教会 員の信 仰 と教育

に多大の貢 献をな した。

１８３７年１０月には名称 が再 び変 わ

って 「エル ダーズ ・ジャーナル」

とな り， ジ ョセブ ・ス ミス Ｊｒ．，ト

ー マス ・Ｂ ・マーシュ， ドン ・カ

ル Ｆス ・ス ミスその他を編集者，

発行者 と し，１８３８年 ８月まで続 い

た。 ・

これ らの兄弟た ちが迫 害の激 し

い時期にいかな る困難 の もとに出

版物 を発行 したかは，我 々の とう

てい想像 で きぬ ことであ る。彼 ら

は カー トラン ドで 「エルダーズ ●

ジャーナル」 を ２回発行 しただけ

に終 わ って しま った。 と い う の

は，その年 の１１月に暴徒 た ちによ

って印刷 場が焼 かれ，印刷機 もタ

イフ。も壊 されて しま ったか らであ

る。１８３８年 の夏に ミズー リ州 ファ

ー ウェス トに おいて出版 が再 開 さ

れたが， また も暴徒 の活 動が激 し

くな ったため， ２号 が発行 され た

だけであ った。

サ ムエル ・Ｄ ・ルー カス将軍指

揮 下に２０００人が ファ「 ウェス トを

と りか こみ，町の あけ渡 しをせ ま

ったのは１８３８年夏の こ と で あ っ

た。兄弟た ちはまた も貴 重な印刷

機を失 うことを予想 し， それを隠

す ことに決 めた。そ して夏の うち

に ドーソン兄 弟の家 の裏庭 に穴 を

掘 り，建物 か ら機械を持 ち出 して

その穴に埋 め， タイプ とい っ しょ

に上 を土 で おお った。やがて１８３９

年春 に機械 は掘 り出 され，馬 車藩

１５２

イ リノイ州 ノーヴーへ と 運 ば れ

た。修理 され たのちにその機械 に

よ って 「タイムズ ・ア ン ド・シー

ズ ンズ」．め出版 が開始 され たので

あ る。 「タイムズ ・ア ン ド・シー

ズ ンズ」 につ いて予言者 ジ ョセ ブ

・ス ミスは 日記 に こう 記 し て い

る 「１８３９年 ６，月，彼 （ドン ・カル

ロス ・ス ミス） は 「タイムズ ・ア

ン ド・シーズ ンズ』 印刷 の準備を

始 めた。印刷機 とタイフ。は，ワレー

カス将軍 と暴徒 の軍 が町を とりか

こんだ晩か ら安全を期 して埋 め ら

れ ていた。 ファーウ ェス トの ドー

ソン家 の庭 か ら掘 り出されブ エ ラ

イアス ・・ス ミス，ハ イ ラム ・クラ

ー ク等 によ り修理 され た。．ｒエル

ダーズ ・ジ ャーナル』 作成 のため

の組版 はイ ンクをつ けて埋 め られ

ていた。 タイプは泥 でひ どく破損

され ていたのでで きる限 り早 く使

用で きる状態 に しな くてはな らな

か った。そのたあに常 に水 が しみ

出てい る地下室 を，機械を据 えつ

け られ る唯一 の場所 として清掃 し

な くてはな らなか った。」 （教会歴

史記録 ４１３９８）

「タイ ムズ ・ア ン ド・シーズ ン

ズ」 は ドン ・カル ロス ・ス ミス，

ジ ョセ ブ ・ス ミス ＪＬ，ジ ョン 。テ

イ ラー等 を編集者 として立派 に作

成 され， ドン ・カル ロス ・ス ミス

およびエ ビニザ ・ロ ビンソンを発

行者 として，聖徒 たちがノーヴー

を追 われ る時 まで続 いた。 １３１号

に ものぼ る 「タイムズ ・ア ン ド・

ジＬズ ンズ」 は， ノーヴーの発展

と教会 め進展 を くわ し く物語 るも

のであ る。そ こ｝とは，福音 とそれ
も

に関連 した記事 が数多 く載 せ ら

れ，伝道地 か らの便 りや末 日聖徒

の関心事 も記 された。

１８４５年 １０，月４日，聖徒た ちが ノ

ーヴー立 ち退 きを強制 された際に

リチ ャーズ長老 は 「『タイムズ ・

ア ン ド・シーズ ンズ』 の次号 の発

行 を見送 り，大会 の議事 は 「ノー

ヴー ・ネイバ ー』 に掲載 した 。」

（教会歴史記録 ７：４５４） （「ノーヴ

ー ・ネイバ ー」 は教会 の週刊紙で

あ った 。）

１８４０年 ，十二使徒 の大半は英国

にいて定 員会 として仕事を進 めて

いた。彼 らは ５月 に 「ミレニ アル

・ス ター」 の出版 を開始 した。 こ

の発刊趣 意書 には， 「時代 の政界

商 業界のニ ュース とは 接 触 を 断

つ。その欄は， 完全 な福音を広 め

キ リス ト教におけ る古 の原則を回

復 し， イス ラエルを集合 させ，国

々に神の王国を行 きわた らせ，時

の しる しとな り，予言 の成就 とな

り，天に奇跡 を見せ，地 に しる し

を，すなわち，血 と火 と立 ち こめ

る煙 とを見 せ る神の裁 き を 記 録

し，……地上 におけ るキ リス トの

統 治の先 駆け とな るべ く献身す る

ので ある。またそ こには， アメ リ

カ， ヨーロ ッパでみ言葉 を宣 べ伝

え る数 多 くの長老たちか らの便 り

と，栄 ある福音 の祝福をほ どこす

成功 の知 らせを載せ る も の と す

る」 とある。（教会歴史 記録 ４：１３３）

この 出版 物はま さに現 実的な方法

を も って これ らの高貴 な理想 を具

現 した ので あ った。



聖 徒たちがかの大旅行 によ って

ロ ッキ ー山脈 の西 部にた ど りつ く

と， アイオ ワ州ケネス ビル のオル

ソン ・ハ イ ドによ り 「フロ ンテ ィ

ァ ・ガ ーデ ィア ン」 との名称 のも

とに新聞が発行 された。 それは月

２回発行 され， ３年 間続 いた。

１８５０年，合衆 国西 部山間では最

初 の新聞 として 「デゼ レ ト・ニ ュ

ーズが発行 され， それ以来 １世紀

以上に もわた り教会 の機 関新聞 と

な ってい る。 この新 聞は初 めの何

年間は週刊紙 であ ったが，次 に週

２回の発行 とな り，やがて 日刊 と

な った。

教会は，必要 に応 じてそのつ ど

他に も多 くの出版物 を 出 し て き

た。

教会の補 助組織 のために出され

た最初 の出版物 は，１８６６年 に創 刊

された 「ジ ュブニル ・インス トラ

クター」 であ る。 それ は１９００年 に

日曜学校所有 とな った。 「ジ ュブ

ニル ・インス トラクター」 はお も

に子 供向けの雑誌 で あ っ た が，

１９３０年に名称 を 「イ ンス トラクタ

ー」 と変え，主 として 日曜学校役

員教師のための機 関誌 にな った。

ＹＭ 相互発達協会 には，１８７９年

か ら１８９６年 までＹＭＭ ＩＡ向けに

刊行 された 「コン トリ ビ ュ ー タ

ー」 が あった。その １年後 に 「イ

ンプル ーブメ ン ト・エ ラ」 が始 ま

り，１９２９年には 「エ ラ」 が，１８８９

年以来ＹＷＭ ＩＡによ り発行 され

ていた 「ヤ ング ・ウーマ ンズ， ジ

ャーナル」 と・含併 した。

扶助協会は１８７２年か ら１９１４年 ま

で ドウーマ ンズ ・エク ス ポ ネ ソ

ト」 と呼ばれ る雑誌を 出版 してい

た。１９１５年 １月を もってその雑誌

が扶助協会誌 と変更 され，１９７０年

１２月 まで扶助協会 の機関誌 と して

続 いた。初等協会中央管理 会発行

の月間誌 「チル ドレンズ ・フレン

ド」 は１９０２年 に始 ま った。１９６７年

には，英語以外 を国語 とす る国 々

の雑誌 に画期的 な変化 があ った。

その年 の ３月 に ヨーロ ッパ の ９か

国語 で統一機 関誌第 １号 が出版 さ

れ た。他 の伝道地 の指導者た ちが

その価値 と将来性 に目を留 め，や

がてその他 の国語 も加わ り極東や

ポ リネシアを含む他地域へ と広 が

ってい った。現在 はアメ リカイン

デ ィア ンのための英語版 を含 あて

１７か国語 で発行 されて いる。

しか し１９６７年 に，非英語国民 の

聖徒 たちに対す る教会 出版物 が初

めて出され たのではなか った。世

界 中に伝道地 が開かれ るにつれ，

聖徒 たちに教会 の進展 を知 らせ，

教会指導者 か らの霊感 と慰 めの言

葉 を伝 え る定期 刊行物 が出されて

いたのであ る。 それ らの出版物 の

歴史 をた どる人 は， そ こに世界各

地 の聖徒 たちによ る勇気 と犠牲 の

偉大 な模範 を見 ることであろ う。

そ こには輝 か しい歴史 を持 った雑

誌 も短命 に終 わ った雑誌 もあ る。

た とえば星 とい う意味 の ドイ ッの

「デ ア ・ステル ン」 は聖徒 の道 の

始 ま る １世紀前，１８６９年 に創 刊さ

れ， ドイツ語 を話す人 々の間 に幾

多 の貢献 をな しつつ，栄光 の歴史

を刻んで きた。 「スペ インの リア

ホナ」 は１９４５年 に， プ ラ ン ズ の

「レ トワール」は１９２６年 に創刊 さ

れ た。 また我 が国 の統一 機関誌の

前身 である 「聖徒 の道」 は，１９５７

年 ６月以来，北部極東伝道部 よ り

出版 され ロー カル誌 として長 く親

しまれ１９６８年 ３月号 か ら新 し い

「聖 徒の道」 に生 まれ変わ った。

統一機 関誌 の 目的は，各地 の聖

徒た ちにで きる限 り多 く教会 フ。ロ

グラムを伝 え ることであ る。１９６７

年の創刊 以来１９７１年 ４月 号 ま で

は，「インプル ーヴメ ン ト・エ ラ」，

「インス トラクター」，「扶助協会

誌」，「チル ドレンズ ・フレン ド」

の ４誌か らと られて きたが，今 や

教会の雑誌史に新 しいページが加

え られた。１９７０年に これ らの英語

４誌が廃 刊 とな り， 「ミレニァル

・スター」 の場合 と同様 ，新 しい

３誌すなわ ち成人教会員 のための

「末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会

のエ ンサ イン」少 年のための 「ニ

ュー ・エ ラ」 ，子供 のための 「フ

レン ド」に変わ ったのであ る。 こ

れ ら１９７１年 １月か ら登場 した新 し

い雑 誌は，大管長会 および十二使

徒評議員会 の もとに発行 され，相

互調整 された教会 出版物 と して大

き くひ とつにま とめ られた もので

ある。聖徒の道は これ らの雑誌 か

らその記事を と ってい る。

大管長会は 「エ ンサ イン」 およ

び聖徒 の道が各家庭 に置かれ，月

毎 に教会指導者の声が届 くように

望 んでいる。

これ はまさに，霊感 によるプ ロ

グラムであ る。
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召 し と 解 任

ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス 大 管 長

エ ラ， １９０７年 ７月 号

ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス

大 管 長 ，教 会 第 ６代 目

大 管 長 １９０１－ １９１８

末 日聖徒 は，教会 が どんな人間 よ りも大 いな る全

ものであ って，いかなる時 に も人 に先立 って考

え られねばな らない ことをよ く承知 して いる。人は死

ぬ。だが神の大義 た る教会 は永遠 に残 るので ある。教

会に対 す る忠誠 は末 日聖徒 の特徴 である。教会 のため

とあ らば，必要 とされ るどんな犠牲 を もい とわ ない。

良 き末 日聖徒 は教会発展 のために喜 んで働 くの で あ

る。毎 年何百 とい う宣教師 が召 され， ２年， ３年， あ

るいはそれ以上 の間，世 の中に出で行 きさまざまな働

きに携 わ る。 彼 らが働 きを終 える とまた新たな人 がそ

の職 につ き，彼 らは別の仕事 が待つ家へ と戻 るのであ

る。 真心を もって尽 くした仕事か らの解任は，彼 らに

と って不服で も不満 で もない。

家庭 にあ って，兄 弟たちは監督会， ステーキ部長会

その他 教会 での働 きに召 され る。 そ して また彼 らの働

きが完成 され， あ るいは教会 に とって必要 とされ る時

に，彼 らは解任 され て他 の人 がその働 きに任命 され る

のであ る。 自分 の責任 を充分 に尽 くした人 々に と って

その解任 は外 国伝道 か ら解任 され るの とま った く同様

に，不 名誉 ではない。年 を とって骨 の折れ る教会の仕

事が肉体 的に無理 にな った時 は，体力 のある若い人 々

１５４

、

や負担の多い仕事に耐えられる強い人々が選ばれてそ

の職を果たすべきである。そのようにして責任を解任

されることはまったく不名誉でも不面目でもない。

教会の兄弟たちは，管理の権能を持つ人々か ら 「み

たま」による霊感を通 して役職に召される。人が地位

や役職を求めたり願 ったりするのではない。また神権

の職を辞任す るというようなこともない。全員が，教

会にとって良いと思われる場合に，その権能を持つ人

々から受ける召しや解任に備えて， 自分を整えておく

のである。教会の役職は，実業界や政界 とは 異 な っ

て，辞職願いは認められない。それゆえ，神権の召 し

を受けたすべての人は，辞職を望むべきでないのであ

る。正 しい精神を持つ者には，教会にとって最 もよい

とされるならば喜んで胸を張り職から解任される用意

が，常にできているはずである。彼は自分の役職 も召

しも権威ある者の手中にあると知 って，そのような気

持を兄弟たちに知らせ るべ きである。個人的な理由で

やめたいと思 う場合や， 自分がやめることが一番よい

と思われる場合には，幹部に願い，責任を受けた人に知

らせると，彼 らの知恵 と主による霊感の命 じる時にそ

の責任を解かれるであろう。そのような場合以外は，

無分別やわがままで教会の発展を阻んでいると言 う他

はない。このような事柄においては，権威ある人々が

第一に考えられな くてはならない教会 と個人の福利を

念頭に，よ く熟考す るのである。

このことは実に重要である。ある人々はいったん教

会の職を得ればそれが生涯続いて， もし解任で もされ

るならば，その人の評判や面 目を損 う不名誉であると

考えている。それはまったくの誤 りである。役職にあ

る人は，聖任や任命をす る者が職を移 したり解任 した

りする権能を持 っており，そのような時に何の不名誉

も不面 目もないことをよく承知 していなくてはならな

い。教会で何 らかの職を持つ人はすべて， もしも自分

で最良の働 きを しておらず，管理する人 々もそう考え

るならば，いつでもこころよ く解任されるとの心構え

を常に持つべきである。召 しと解任における管理者の

権能と知恵を我 々は認めねばならない。すでに述べた

ように，伝道部長会や宣教師や監督会か ら解任される

のと同様，教会のどのような職であって も，解任は不

名誉でも不面 目でもないのである。



ヒー バ ー ・Ｊ ・グ ラ ン ト

大 管長 教 会 第 ７代 目

大 管長 １９１８－ １９４５

墜

子 らを教 える人々へ

ヒ ー バ ー ・Ｊ・ グ ラ ン ト大 管 長

エ ラ， １９３９年 ３月号

エス ・キ リス ト教会で子供た ちのため に働 くこイ

とほ ど，天父 の目にか な う働 きはない。幼い子

供 や少年少女 の心 に刻 まれた印象が，他 のどの年代に

受 ける印象 よ りも深 く消えない影響を将来 に残 す こと

は疑 いな い事実で ある。た とえてみれば，それ は書 き

た い ことを そのまま何の邪魔 もな く書 ける一枚 の白紙

に文字を記す ことであ る。

若い時代に天父の 目にかなわず， 自分 のた めに も良

くない ことをな しなが ら， のちにな って人生の闘い に

すば ら しい記録 を残 した人 は多いが， も し人生 の闘い

の初めか ら年 月とい うペ ージに善行 と信仰を育む思い

だけが刻 まれ るな らば， はるか によい ことで あろう。

「枝 がたわむ につれ て木 も傾 く」 とい うことわ ざがあ

る。教会 の子供 たちを教 えるあなた方は枝をたわます

働 きに携 わ っているのである。．

子供 が ８才 になるまで に，両親 が主 イエス ・キ リス

トを信ずる信仰 と祈ることと主の前に正 しく歩むこと

とを教えないならば，罪が両親の頭にとどまると教義

と聖約に記録されている。教師は両親が子供の生活を

形成するのを助けているのである。彼 らの教えるすべ

てのことは，何 と重大で責任の重いことであろう。

子供たちが， 日曜学校や初等協会，相互発達協会，

教会のセ ミナ リーなどに出席 し始める時から，心に良

い印象を刻まれることは実に大切である。私が幼い頃

に，第１３ワー ド部日曜学校で教えてくれた教師への感

謝の念は，永遠に消えないことであろう。 自分が神の

み手に使われて人を正 しく育てているとい う自覚か ら

得 られ る報いは，世の富がいかにあろうともその配当

は比べ ものにならないものである。私は若人を教えて

いる正 しい教師たちに，年月が過ぎて行 く中で，神の

み手のうちに道具 として使われて良い方向へと導いて

くれた彼 らに対する感謝が，数多い子供たちから配当
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として寄 せ られ ると約束 した い。

私は これまでに幾度 とな く，少年時代，青年時代に

目曜学校 で教 えて下 さ ったハ ミル トン ・Ｇ ・パ ーク兄

弟 への感謝 を言 い表 わ して きた。 その時に受 けたすば

らしい教 え と，生 まれ故郷 のスコ ッ トラン ドの ２伝道

地 で福音 を宣べ伝 えた時 に知 った神 の力や祝福 とその

経験 を話 して くれ た，彼 のすば らしい証に対 して，私

は感謝 の言葉 を禁 じ得 ないので ある。

少年時代 の私 の心 に良い影響を刻んで くれたハ ミル

トン ・Ｇ ・パ ー ク兄弟， ジ ョージ ・ゴダー ド兄 弟， ネ

ル ソン ・エ ンピー監督， エ ドウ ィン ・Ｄ ・ウー リー監

督， ミレン ・ア トウ ッ ド監督 その他の人 々にいつかま

たお会 いで きる時を，私は大 きな期待 と喜びを もって

待 ち望む のである。私 がこれまでにお世話 にな った他

の多 くの人 々の名を ここで列挙で きた らと思 う。私 は

良 い影響 を与 えて くれた人 々への感謝を永遠 の世 にわ

た って いだ き続 けるので ある。

我 々の与 える印象は永続 しない と考え る人があ るか

もしれない。 しか し，私は永続す るとは っき り申 しあ

げ る。生 け る神 よ り霊感を受 けて教師が子供 たちに述

べ る証 は，子供 に とって忘れ難 い もので ある。

少年時代 の思 い出を ひろげる時にいつ も感謝 を新 た

にす るのは， 「エ ライザ おば さん」へ の伝言を も って

ライオ ン ・ハ ウス １へ 使 い走 りを した際 に， すば らし

い ことをた くさん教 えて くれ た私 の第 ２の母 ともい う

べ き エ ライザ ・Ｒ ・ス ノー姉妹 ２の ことである。 彼女

は少 しの間で も必ず私 をす わ らせて，私 に話 して くれ

た。少女時代に母 と住 んでいたノーヴーで の経験 や予

言者 ジ ョセブ ・ス ミスの生 活な ど，私 に とって貴重 な

信仰を強 める話 を限 りな く語 って くれた ものである。

私 はそれ によ って 自分の父母 にふ さわ しい者 になろ う

、と決心 したので ある。

ユ５６

、

また，私は故 エラス タス ・ス ノー長老 か ら受 けたす

ば らしい教えを今で も鮮 明に記憶 している。彼 はソル

トレーク市か ら５６０キ ロも離 れた所に住 んでいたにも

か かわ らず， ４月や１０月の大会 や特別 な用 でソル トレ

ー クを訪れた時には，必ず と言 ってよいほ ど私 の家を

訪 問 して，私た ち親子 が元気 か，私 が義務 をよ く果た し

て いるか，何を して， どうい う友 だち と交際 してい る

かを尋ねて くれたのであ る。彼 か ら受 けたすば らしい

証 と父親の ような忠告 に対す る感謝 は， この世で もま

た のちの世で も決 して忘 れ ることがないであろう。

教会の教師ひ とりひ とりには，人生 の闘いの 出発点

にい る幼児や少年少 女の魂 に，神 のみた まの導 きに よ

って影響を与え る機会 と能 力 とが備わ ってい る。私は

神が あなたの働 きを助けた もうよ う，真心か ら祈 るも

ので ある。神は必ず あなたを助 けた もう。 あなたに と

って大切 なのは， 自分 の仕事 を愛 し，生 ける神のみた

ま に導かれて，その仕事 を果 たす ことで ある。 それ こ

そ， イエス ・キ リス トの教会 とその他 の教会 とを分 け

る違 いで ある。彼 らは福音 の書 を持 ち，勤勉に聖書を

教え，聖書を深 く信 じ， その教 えを我 々同様実践 しよ

う と努 めてい る。 しか し，彼 らは生 ける神 のみた まを

持たないのであ る。それはなぜ であろ うか。彼 らには

神権の力がな く，我 々と同 じよ うには福音を受 け入れ

て いないか らで ある。

神 がすべての教師を祝福 したまい，彼 らが福音 の光

と知識に おいて，また福音 の精神 と力 とにおいて成長

し，教え る人 々にそれ らを正 し く伝 える能力を受 ける

よ う，願 い，祈 るものであ る。

工． ユ タ州 ソル トレー ク市 の ブ リガ ム ・ヤ ング の家

２． ス ノ ー ， エ ラ イ ザ ・ Ｒ ．

１８０４－ １８８７

３． ズ ノ ー ， エ ラ ス タ ス ・…

１８１８－ １８８８

…教 会 の詩 人 ， 作 家 と して 著 名 で あ る

・・… ブ リガ ム ・ヤ ング時 代 の使 徒

‘



主 のみ こころを うかが え
エ ラ ， １９４６年 ７月 号

ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミス大 管 長

８代 目大 管 長 １９４５－ １９５１

は，あ る日街頭伝道 が禁止 され ている町へ伝道私

に行 こうとしてい る宣教 師に対 して， 強い印象

を受 け，次の ように語 った ことを思 い出す。
「忘れないで下 さい。主 のみ こころを うかが うこと

を， あなたは願 うのです 。主 のみ こころを うかが うよ

うに道を開いて下 さるよ う，願いな さい。」

青年はその町へ行 き，役所を訪 れ， 市長 に面会 を求

めた。規則を変えて くれ るよ う請願 しに行 ったのであ

る。

彼が市役所に着 くと市長は町 へ出て留守 であ った。

そ こで部屋を 出てホ ールを見 おろす と，ホールの端 の

ドアに 「警察部長室」 とい う札 がかか っているのが見

えた。彼は一瞬ため らったが，何 ものかが 「主 のみ こ

ころを うかがえ」 と促 してい るのを感 じて， その部屋

へ行 き，用件を伝えた。彼が話 し終 わる と部長 が言 っ

た。

「そ うですか，あなたは町の どこで伝道 を したいの

ですか 。」

彼は答えた， 「私はあなたほ どこの町 をよ く知 りま

せ４ 。好 ま しくない所や交通の妨 げにな る所 は望 みま

ぜ ん。私 とい っしょにその場所を選 んで下 さいます で

しょうか。」

宣教師 が警察部長に伝道をす る場所 を選 んで くれ と

言 うとは，何 とい う ことであろ うか。

しか し部長は 「そ うしま しょう。 ごい っ し ょ し ま

す」 と返事 した ので ある。

それ か ら１５分 も しない うちに格 好な街角 が与 え られ

て，戦争以前か ら行なわれた ことのなか ったイエス ・

キ リス トの福音伝道 の許可がお りたのであ った。 （第

一次世界大戦 ののちの ことであ る）

私 は このよ うな話を もうひ とつ思 い出す。 ジ ョン ・

Ａ ・ウ ィッツ ォー兄弟 のこの話 は何年 か前 に出版 され

た本 で， おそ らく読んだ人 もあ ろうが， それ は彼 がス

カ ンジナ ビアにいた時に， とあ る小 さな通 りのめだ た

ない店 に何 とはな く入 ろうとい う気持 にな り， そ こで

系図記録を そ っくり見つ け出 した とい う話 である。記

録は店主に と っては何に もな らず，非 常な安値 で買 い

とった のだ が，実は非常に貴重 なス カンジナ ビァ人 の

系図 であ った。 も し彼が祈 らず，探 し求 めず， みたま

の うなが しに従わなか ったな らば， それは得 られ なか

った はずで ある。それ らの特殊 な記録 は複 写 版 も な

く，他 に入手手毅 も皆無 で あったσ

主 は我 々にで きない ことを成 し遂 げ る手段 を持 って

お られて，我 々に不可能 な ことをせ よ とは求 め られ な

い。 ニーフ ァイは我 々にその ことを教 えてい る。主 は

道を備えず して我 々に命 じられ は しないのである。

「そ こで私ニ ーフ ァイは，私 の父に 『私 は主 が命 じ

た もうた ことを行 って行 う。私 は，主 が命 じた もうこ

とに は，人がそれを為 しとげ るために前以 てある方法

が備 えて あ り，それでな くては，主 は何 の命令 も人 に

下 した まわ ない ことを承知 してい るか らであ る』 と言

った 。」 （１ニーフ ァイ ３：７）

あなたに主か らせ よと言われ た ことがあ り， どのよ

うに した らよいかわか らない時 には， ただ最善を尽 く

しな さい。行 くべ き方 向へ行 き，主 を信頼 して，主 の

み こころを うかがいな さい。 そ うすれ ば，主 はあなた

を決 して見 捨てたまわない。

１５７



求 婚 時 ’代

第 ９代 大 管長

デ ビ ド ・０ ・マ ッケ イ

１９５１－ １９７０

（

婚時代 にあって も，結婚 したの ちで も，我々は，非 常

求
に広範囲に環境をよりよいものとし，また支配するこ

とができる。そ して各々が，自分の伴侶を賢明に神に祈り求

めて選ぶことは，いかにも大切なことではないか。良き伴侶

を選ぶか否かによって，我々の将来の生活の幸，不幸は決定

される。それゆえ，社会の人々と交際 し，生涯の伴侶として

気の合 う人を選ぶのは賢明なことである。 もし交際を してい

る時，あなたが心をよせている人の性格が消極的であると思

ったら，あなたは自分の判断力で自分自身の心を決 め な さ

い。結婚すれば，悪い癖や消極的な性格はなくなるなどと愚

かな考え方をしてはいけない。

では，我々が追い求むべき積極的な性格 とはどんなものな

のだろうか。本当の恋人は普通，正直であり，忠実であり，

純潔であり，尊敬の念を持 っている。あなたをだましている

人，・う．そを言 う人とは決 して結婚 してはいけない。いろいろ

述べたが，結局， ２人を本当に導 くものは，最 も神聖な，つ

まり愛なのである。

若い男女は，天与の熱情 （私はそれを，神が与えたもう熱

情 と呼ぶが）に狩 り立て られる時に，丁度その段階に入 った

のである。 とあ事実を認め，そのような熱情を持 っていなが

ら，我々は，なぜそれ らを満足させることができないのか」

と言 う若人たちがいる。そして，近代心理学者たちは，時に

は，それらの欲望を満たして も良いのではないかと，正当化

している。 しか し， そんなことに惑わ されてはな らない。繰

り返 し言 うが， あなたたち青年 は肉体 的な 自然 の欲求 が現 わ

れる人生 の一時期 にいるが，同時 に，神 はその神聖 な 目的の

ために，理性 や判断力 を， あなたが たに与 えて くだ さってい

ることを忘 れてはな らない。心 の平安 を守 る理 性 と判断力に

よって導 かれよ うではないか。 あなたが たは，力 と熱 とを放

ちなが ら強 力に動 くエ ンジ ンの横 に立 ったことが あるだ ろう

か。 この ように正常 に動 いているエ シジ ンを見 る時，そ こに

は均衝 がみ られ る。 もし均衝 が とれていないな らば， エンジ

ン自体 が破 裂 して しま うことだろ う。 エ ンジ ンが加熱す ると

この均 衡を保つために熱 が放射 され， エ ンジ ン全体が調節 さ

れ る。 このように，あなたがたの内にあ る熱情 に対 して も理

性 と判断力 により均 衡が保て るのであ る。 これ らの均衡 を保

ちなさい。 も しこの均 衡が破 れた らあなたがたの一生 はめち

ゃ くちゃになって しまうだ ろう。

結婚を ロマ ンチ ックな酔興や利己的 目的に応え るための も

の とし，困難や誤解が生 じた際 には別れて しま うとい うよ う

な簡単 な約束 ごと とみ なす のは，邪悪で有害 なことで あり，

特 に，子供 たちが親 の離婚 によって受 ける苦痛は大 きな もの

であ る。

幸福 な結婚生活 の種 は，青年時代 にまかれ る。幸福は聖壇

において始ま るのではな く，求婚時代や青年時代 にすで に始

まってい るのであ る。青年期 にある時 に自制 し，単一 の基準

１５８



ε 結 婚
デ ビ ド ・０ ・マ ッケ イ大 管 長

（エラ １９５９年 ２月号 よ り）

を備 えた道徳律 を守 る ことは，第 １に １人前 の男性 の もとと

な り，第 ２には，美 しい女性 と して の栄 冠 と な り， 第 ３に

は，幸福 な家庭 の土台 となる。 また，第 ４には，永久 に子孫

を絶 や さないための要因 となるので ある。

求 婚時代 は終 わ った， いよい よ結婚式だ と言 って聖壇 にや

って くるカップルがあま りに も多 い と思 う。

すべての教 会の会員 たちは，結婚式を永遠 の求婚時代の始

まりとしようではないか。家庭 を持つ といろいろな重 荷が ２

人の肩にかか るが，だか らこそ感謝 の優 しい言葉や丁寧な態

度を甘 い求婚時代 の ころよ りも大切 に し，味 わお うで はない

か。 「ありが とう」 「ごめんな さい」 「ど うぞ」等の言葉 を

毎 日家庭の中で言 わなければな らないのは，結婚式 のあとで

あり，試練に あう時なのであ る。 なぜな ら， それ らの言葉 に

より， ２人は聖壇 に導 いて くれたあの愛 を絶 えず心 に燃や し

続 けるので ある。

次 にあげる ３つの大 きな理想 は，結婚式 のあ とに も幸福 を

持続 させ る助 けとなるので，いつで も心 に留 めて お き な さ

いＱ

第 １，誠実で あること。 あなたがたは若 い といえど も， 自

分 の優 しい妻以外 に，若い婦人 へ気 を とられてい ることは許

され る もので 篠ない し，また，夫た る者 は，他人 の妻 の注意

を引 こ うと思 う権利 など全 く持 らていないのであ る。

妻 と して彼女 の義務 は夫 と共 にあり，家庭 を築 くことなの

で ある。 あなたが たは偉大 な誓約を誠実に守 ることを，あの

聖壇 の前 で誓 ったので ある。

第 ２， 自制す ること。 ささいな事に腹を立て，かん しゃく

を起 こ して，金切 り声 をあげ，他人の心を傷つ けて しま う。

家庭 の幸福 と平和 を守 る最 も偉大 な徳性 は，会話 において舌

を制 す ることで はないか と思 う。 もし，気持 ちを傷つけ られ

た り，気分 を害す るよ うな ものを 目にとめた時， あなたの心

に激 しい言葉が うか んで も，言わず にが まん しなさい。数分

後 ，あんな激 しい言葉 を口に しな くて よか った，衝動的 な行

ないを しな くてよかり た と， うれ しくなるだろ う。 そ して，

その良い行 為の結果 ，・家庭 に愛 と平和 が もた らされ るので あ

る。

第 ３，ほんの単純 な徳行 であ る礼儀。 つま り子供 は両親へ

対す る礼儀を守 り，両親 は子供 に対 す る礼儀 を守 る。家庭内

に洗 練 された上 品な雰 囲気をつ くり出すには，礼儀 がその基

本 となるので ある。誠 実 さ， 自制 ，礼儀， この ３つをいつ も

心 に留 めて おきな さい。

１５年，３０年，５０年 ……そ して永遠 に， あなたが求婚 した時

のよ うに，互い に礼儀を守 りな さい。 そ うすれば，幸福 な家

庭 は得 られ る。私は，家庭に おいて こそ最 大の幸福 が与 え ら

れ る ものと確信 してい る。だか ら，家 庭を天国の一部 と考 え

る こと もで きよ う。全 く天国 とは理 想的な家庭の延長 であ る

と私 は考 えている。
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わが主 キ リ ス 卜
ジ ェー ム ズ ・Ｅ ・タ ル メ ー ジ長 老

エ ラ， １９３２年 １２月 号

至 高者 人 と して完成 され・完全 な神 と して とどま ってお られ
，御父 の権能 のもとに天 地を創造 された御 方。

永遠 の存在者 に して，永遠 より永遠 にあ る御方。 永遠 の過

去 か ら未来 に渡 って 「われ あり」１であ られ る， エホバ。

御父が，選 び し者，、生み給 える御子，霊 の長子２，肉体 にお

ける神 の独子 と呼 びた もうた御方。

初 めにあ り，神 と共 にあ り，神で あり，肉体 とな り，人 々

の うちに宿 った言３。

死すべ き体を もち地上を歩んだ人々の長 。

ベツ レヘ ムのみどり子４， ナザ レの少年５， 悲 しみを知 って

いた悲 しみの人６。

我 々の長兄。

卓越 した教師。

罪人 と して責 め られ，人間 と して死に，神 として勝利 を得

て よみが え られ た御方。

死 よ りの人類 の照 い主，罪 の結 果 よりの救 い主，永遠 の生

命 の源。

墓か ら復活 した者 と して よみがえ った最初 の御 方７。

死 と地獄 の征服者。

昇 って行かれ たと 同 じ有様 で来 られ８，聖徒 たちの う ち に

あって地を治 めた もう御方９。
『「われ勝

ちぬ，われひと りにて さかぶねを踏 め り。 ……然

る後彼 は栄冠を受 け，その有 ちた もう能 力の御座 につきて限

りな くいっ まで もすべ治 めた まわん」 （教義 と聖約７６：１０７－

８） と言われ，贈われたみ使た ちと共 に汚 れない地 を御父 に

引 き渡 した もう御方。

父 なる神 はイ エス ・キ リス トが御子 であ ることを繰 り返 し

宣言 され， またイエ スは，少年時代 より瞭 いの聖 な る死 を と

げるまで の間ず っと人の子 と して御 自身 の高 い地位 を言 明 し

て お られた？’古代近 代の予言 者や使徒 たち，また主 を喜 んで

受 け入れ る 「一般の人々」 は，イエスの神 性を敬 けんな能度

で表明 して いる。天使た ちは力 と神性 のゆえにそのみ名 をほ

めたたえる歌を歌 うが，悪魔 たちは， おそれをな して悲 鳴を

あげる。

我 々は， イエス ・キ リス トを肉 において も霊 において も永

遠 の御父 の真 の子 と して， ほめたたえ る。 イエ スは人 として

人 々の中 に住 まれ，次 の点か らわか るように，まった く比類

ない御方 であった。す なわち，死 なな くて はな らない母 マリ

アか らは死すべ き特質を受 けつ ぎ，不死不滅 の御 父か らは生

得権 として神 の力 を受 けつ いで お られたのであ る。

したが って， イエスは，死を味わ うことがで き死なれた。

また，死 に打 ち勝つ力を持 って おられ， 自ら死 を望 まれるま

で，死を のばされ た。イエ スは死すべ き御 方であ られたに も

かか わ らず こう言 われ た。 「父は，わた しが 自分 の命 を捨 て

るか ら， わた しを愛 して下 さるので ある。命 を捨 てるのは，

それ を再 び得 るためで ある。だれかが， わた しか らそれを取

り去 るので はない。わ た しが 自分か らそれを捨 て る の で あ

る。 わた しには， それを捨 て る力が あり，またそれを受 ける

力 もある。 」 （ヨハ ネ１０：１７－ １８）

イ エスは，人類 の賭い主 ，救 い主 として受 け入 れ られ，予

任 され た御方で あ り，罪が全 くな く潔 白な御 方であった。

・イエスは， アブラハ ム，イサ ク， ヤコブの神， 旧約 のエホ

バ，新約 のキ リス トで ある。だれ も御子 によ らず して天 父の

み もとに帰 ることはで きない。 イエ ス ・キ リス トのみ名 は，

人 の子 たちに救いが もたらされ る天 下に唯一 のみ名 である。

（使徒 ４ ：１２参照）

イ エスは，現代 のこの神 権時代に，予言者 たちに御 自身 を

現 わ したまい，人 と人が語 るように，予言者 たち と語 られ

た。

イエスが，永遠 の御父 と同 じ形を してお られる ことは知 ら

れて いる。す なわ ち，人は御父の形 を してい る。 時満 ちたる

この神権時代 に，御 父 と御 子は現われたまい語 られたのであ

る。

また， イエス ・キ リス トは，職務 を務 め るように委任 され

た人 を通 して， この末の 日に地上 に主 の教会 を再 建 し た ま

い，主 のみ名 を授 けて末 日聖徒イエ ス ・キ リス ト教会 と呼 ば

せ た もうた。

主 イエスは，古代 の教会 と同様 に，使徒 ，祝福 師，大祭司

七十人，長老，監督，祭司，教 師，執 事をたて られ，主 の教

会 を治 めて お られ る。

また，古代 において もそ うで あった ように，イエス ・キ リ

ス トを信 じる信仰，悔 い改 め，水 に沈 め られ るバ プテスマ，

権能 を持 つ者 の手 によるみ たまのバ プテスマを人類 に呼びか

けてお られ る。

イエスは，啓示 を受 ける賜，予言 の賜，異言 の賜， またそ

れ らを解釈す る賜 などにみ られ る聖霊の恵 みを通 して， また
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ジ ェー ム ズ ・Ｅ ・タ ル メ ー ジ長 老

十 二 使 徒 評議 員会 会 員 （１９１１－ １９３３）

「信 仰 箇条 の 研究 」 「キ リス ト ・イ エ ス」

の 著 者

霊夢や示現 ，癒 し，人 が奇跡 とよぶいろいろな賜 によ り，力

を現わ した もう。 （１コ リン ト１２：４－ １０）

イエスを通 して，贋いは全 うされ， すべての人 々に救 いが

もた らされ る。救い は瞭いを含 み，贈 いに勝 る。 これは，永

遠 の父 なる神が立案 され，イエス ・キ リス トを通 じて人 に与

え られ た計画で ある。それに よって各人の堕落 し悲 しむべき

罪 は瞭 われ るので ある。 それ は憎むべ き罪の病 が癒 され る手

段 である。瞭 いす なわち死 よりの救済 は，全人類にその効用

が及 ぶのである。救 いは個人個人が得 るもので あり，イエス

・キ リス トによってのみ達成 され た贈罪 に基づ く福音の律法

と儀式 に従 うことによ り，得 られ るので ある。

瞭い主 であ り，救 い主 であるイエスは， 「人 に不死不滅 と

永遠 の生 命 とを もた らす」御父 のみ業 と，栄光を全 うす るの

に必要 欠 くべふ らざる御方 である。 （モーセ １ ＝３９）

いつか， どこかで，主 の知識 はすべ ての人 々に行 きわ た り

救いを もた らし，各々の罪 を悟 らせ る。 その時，すべ ての人

々は ひざまず き，イエ スは生 け る神 の子 キ リス トであ ると告

白す る で あ ろ う。（教義 と聖約８８：１０４ モ ーサヤ２７：３１参

照）

脚 注

１． 出 エ ジ プ ト３ ：１４：参 照

２． 教 義 と聖 約 ９３：１１， ２１参 照

３。 ヨハ ネ １ ：１，ユ４参 照

４． マ タ イ ２ ：１参 照

５． マ タ イ ２ ：２３参 照

６． イ ザ ヤ５３：３参 照、

７． １コ リン ト１５；２０参 照

８． 使徒 １ ：１１参 照

９．教 義 と聖約 ７６：６３参 照
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ニ ュー ジ ー ラ ン ド に

起 こった奇跡

ロ ー リ ン ・Ｆ ・フ ィ．一 ル ラ イ ト

（ブリガム ・ヤング大学 の美術，報道学部長）

イ ンス トラ ク ター １９６６年 ６月 号

ユー ジー ランドや世界各地の幾千とい う聖復たちは，マシ

ー
ユー ・カウリー長老が神権により盲の赤ん坊を祝福 し，目を

見えるようにした話を聞き，その癒 しの業がどのように行なわれた

のかと驚いていた。 ラバ ・ウィニーラというのが，その赤ん坊の名

前であった。

数年前，私 も初めてこの癒しの業のことをある本で読んだのであ

るが，このすばらしい業が，簡単に，しかもいつもと何 ら変 らぬや

り方でなされたのを知り，，驚いたのである。

１９５３年，ブリガム ・ヤング大学の学生たちを前にして，カウリー

長老は，こう言った。 「私はすばらしい経験をいくつかしました。

過去において，主が私をとおして働かれない時が幾度かありまし

．た。しかし，主が私をとおして働かれた時，幾度も私は奇跡的な業

をしています。

いや，奇跡的という表現をすべきではありません。なぜなら，聖

霊により霊感を与えられる神権者にとっては，何ら驚くべきことで

はないのです。愛する学生のみなさん，私はけさここであなたたち

に・神様は神権を通して働 くことができ，ま．さに働いておられると

証します。私は，そのことをよく知 っております１私は，非常に数

多 くの経験をしました。ですからこれらのことに．関しては，何の疑

問もなくちゅうちょすることなくはっきり証します。」２

そして，カウリー長老は，癒 しの業やそめ他聖霊の顕現について

少し述べ，またあの盲の赤ん坊を癒した話をしブζ。

私は．ここで，生まれつき盲であった生後 ９ヵ月の赤ん坊の話をし

ようと思う。その赤ん坊の父親がある日曜日，彼をだいて私のとこ

ろへきてこう言った。 「カウリー兄弟，私たちの子供はまだ祝福さ

れていません。どうかこの子をあなたの手で祝福してください」

私は， 「なぜもっと早く祝福しなかったのですか」とたずねた。

すると父親は 「時間的な余裕がなかったのです」と言 った。

これが土着民のやり方である。私はそれが好 きなのだが。彼 らは

何かことをするのにあくせ くしない。なぜ，祝福を受けて生活にと

り入れないのか。丁わかりました。その子に何という名前をつけた

のですか」と私が聞 くと父親はその子の名前を言い，さらにこのよ

うに言って，まさに命名しようとしている私を大変驚かせた。 「私

の子供は生まれつき目が見えないのです。命名の儀式を施す時，目

を開けて下さい。」その言葉に私は動揺しましたが， 私は自分にこ

う言いきかせました。 「できないことがあろうか。キ リス トは昇天

される時，奇跡を現わすであろう，と弟子たちにお言い に な った

と」。 私は父親の信仰を信 じていた。 そこで，私はその赤ん坊に命

名 した後，この赤ん坊の目を開かせた。この子は今大体１２歳位の少

年に成長している。この前そこへ行った時，私はこの少年について

尋ねるのがこわかった。私はこの子がまた，盲になってし．まったも

のと思い込んでいた。私の信仰は時々このようにも働 くのである。

私はそこで支部長にこの少年について尋ねてみた。すると支部長は
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「カウリー兄弟，最 も残念なことはあの子の目を開けるよう祝福を

与えたことでした。」 あの子はこの近辺で最もわんぱ くで いつも悪

ふざけばかりしているのです」と言った。私はいたずらばかりして

いるこの子についてぞっとさせられた。

……・神はこれらのすべての力を支配しておられる。あなたや私

は，もしそれが神のみ心であるな らば，手を差しのべてそれを求め

ることができる。また私たちは私の目的のもとにこれらの力をもつ

ことができるのである。私は主が生きたもうことを知っている。私

はイエスがキリス トであり，ジョセブ ・スミスは神の予言者であっ

たことを証する。そしてもし人類の歴史に一つの奇跡があったとす

るなら，その奇跡は地上において現在のこの素晴しい時点にまで成

長 した この教会そのものである３。

最近，私は日曜学校の中央管理会の一員としてニュージーランド

のステーキ部を訪問するように指示をうけた。そこにいる間に私は

カウリー長老の祝福により両眼を癒やしてもらった少年について聞

いた。私はその少年のお姉さんがハ ミル トンにいるということを聞

き電話をかけた。

「ニュー ジー ランドに，カウリー長老か ら祝福をうけて目が見え

るようになったあなたの弟さんがいますか。」と私は尋ねた。「ええ，

います とも。弟は今，ウエリントンに住んでいます。あなたがそこの

ステーキ部に行かれる時，たぶん弟はその集会に出席すると思いま

す。彼は教会で とても活発にやっています。」と彼女は言った。

私はラバというその少年がとても活発に教会で働いているのをこ

の目で確かに見た。子供の頃のわんぱくはあとかたもな く今では立

派な大人に成長するまでになった。彼は自分に起こった癒やしの奇

跡について，それを見た聖徒たちの証を聞いて初めて知ったと言っ

た。

「私は１４歳になるまで，そのことを別に気にかけませんでした。」

と彼は言い，たださりげなく，卒直にこう言ったのである。 「私は

教会に対 して証を持 っています。そしてもっと知 りたいと思ってい

ます。」

この若者は神権の力を証する毎日を送っている。１９４９年の一般大

会でこの経験について語った時，１２使徒の一員であったカウリ７長

老は，彼がこの子供の目が見えるように祝福して くれるよう頼まれ

た時の自分の気持について語った。

私は圧倒されたので した。私は戸惑ったのですが，あのポリネシ

ア人 ラバの父親の内なるものを私は知ったのです。彼はただ幼児の

ように信 じていた。物質や人の知識によって何 ら濁らされていない

純粋な信仰，ただ神のみに信頼を置き，神が御子イエス ・キ リス ト

をとおして果たされる将来を信 じていたのであった。私はその子に

命名をし，その目を祝福するために必要な．勇気をついに奮い起こし

たのだった４。

カウリー長老のこれらの言葉は，私がニュージー ランドを再び訪

．問して，「私は教会に対 して証を持 っています。そしてもっと知りた

いと思 っています。」と言 ったその少年の澄んだ瞳のラバ ・ウィニー

ラが私の集会に出席 した時に，私の心に深い感動をもって刻み込ま

れたのでした。

１．夢 シ ュー ・カ ウ リー （１８９７－ １９５３） 十 二 使 徒 評 議 員 会 会 員

２． マ シ ュー ・カ ウ リー ， マ シ ュー ・カ ウ リー の説 教

３． 同 書 Ｐ∫２４７』 ２４８

４． 同 書 Ｐ．５

」
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予 言 者 と な った

詩 人

ウ ェ ンデ ル ・Ｊ・ア シ ュ トン

チ ル ドレ ンズ ・フ レン ド ユ９５３年 ３月 号

、 ル ンソープは，イギ リスの北西 にある小さないなか町

ミ
で，ス コ ッ トラ ン、ドとの国境 か らそ う遠 くない所 にあ

ります。 この町 は湖 のある ところと して有名で，すんだ静 か

な湖 や木 の植 えて ある川岸が あ り， とて も美 しい所 です。空

気 は きれ いにす んでいて，町 のまわ りに石が きが あり，丘 は

みど り色 です。

また， この地方 は，多 くの詩人を生んだ ことで も知 られて

います。 あなた も， ワーズ ワース， コール リッジ，サ ウジー

などの名前 は知 っているで しょう。

さて， ここに１８０８年１１月 １日もうひ とりの詩人 が生 まれ ま

した。 その人 の名前 は， ジ ョン ・テイラーです。彼 は詩人以

上 の人 １とな りま した。 ジ ョンは主 の予言者 となり，末 日聖徒

イエス ・キ リス ト教会 の ３番 目の大管長 となったのです。

ジ ョンのお とうさんの名前 はジ ョン ・テイ ラー， おか あさ

んの名前 はア ン ・テイ ラー といい， １０人 の子供 たちが いま し

た。 ジョンは少年 時代， この平和 な湖 の町で， ほ し草畑 に出

て，い っし ょうけん命働 きました。 １４歳 になった とき，両親

はジ ョンをおけ屋 に しよ うと決 めま した。 おけ屋 の仕事 は，

たるを作 った り， しゅうりす る ことなのです。 こう して， ジ

ョンは， リバ プールにある工場 へ働 きに出ま した。

で も，彼 はその仕事 に失敗 し，家へ帰 って来 たのです。 そ

して， こん どは，商売 を学 ぶつ もりで，湖 の町 ペ ンリスへ行

き， ろ くろ細 工の仕事 を しま した。 そ こで彼 は約 ５年 間， ろ

くろ細工 にはげみ ま した。

ジ ョンが２２歳 の とき，彼 の両親， 兄弟，姉妹 た ちはイギ リ

スか らカナダへ行 きま した ，ジ ョンぽ，生 きてい る兄弟の う

ちで いちばん年上 だったので，ひ とりだ け残 って，い ろい ろ

とあとか たづ けを しま した。

ジ ョンが トロ ン トにいる家族 とい っ しょに暮 らす ようにな

ったのは， それか ら２年後で した。彼 はそこで ろ くろ細工の

店 を開 きま した。

トロ ン トで， この若 いイギ リス人 ジ ョンは， メソジス ト教

会 の活発 な会員 にな り， クラス の教師，せ っき ょう者 と して

働 きま．した。 その集会 に出席 したとき，彼 はレオ ノラ ・キャ

ノンとい う名前 の上品 で，利 こうな少女 と出会い ま した。彼

女 は 「人 の島」 と呼ば れ る所 に住 んでお り， そのおとうさん

は，そ この指導者 ジ ョー ジ ・キ ャノンといいま した。 ζ．の島

は， アイル ラン ド海 にあ り， ミル ンソープのち ょうど西 にあ

た りま した。 ジ ョンは彼女 と結婚 したのです。
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さて，若 い ジ ョンは， メソジス ト教会 の教 えに心 か ら満足

していたわけではあ りません。彼 は友 だち数人 と小さなグル

ープをつ くり真 理を追い求めま した
。

彼 らは，イエス ・キ リス トの本 当の福音 を求 めま した。週

に ２回，彼 らは聖書を使 って集会を開 きま した。

そ のうちに，若い モル モンの宣教 師が， トロン トか ら８０キ

ロメー トルほ ど離れたハ ミル トンの町へや って来 ま した。 か

れ はぞ１、いなかか ら出て きた農 夫 とい った感 じの人で，パー レ

イ ・Ｐ ・プラ ッ トとい う名前の人で した。パ ーレイは この町

へ初 めて来 た うえに， お金 を少 しも持 ってい ませんで した。

この宣教師 は，森の中で人 目につかない場所を選んでひざ

まず いて祈 りま した。主が助 けて くだ さるように お願い した

のです。

さて，祈 りおわってハ ミル トンの町へ もどる道で，パ ーレ

イはひと りの男 の人 に会 いま した。その人 はパー レイ に名前

と行 く先 をたず ねま した。 プラ ッ ト長老 は， トロ ン トの町へ

行 きたいめです と答 えま した。す ると， その人 は， プラ ッ ト

長老 に１０ドル と， ジ ョン ・テイ ラーにあて た紹介状を くれ ま

した。

プラ ット長老 は トロン トへ着 くと， ジ ョン ・テイ ラーの家

を さが しま した。 テ・イラー夫人 はかれを親切 に もてな し， ジ

ョンを店 まで呼び に行 きま した。
　

こう して， ジ ョンた ちの聖書 グル ープは， プラッ ト長老 に

め ぐり会 うことがで きま した。 ジ ョン ・テイ ラー とレオ ノラ

・テイラーは一生 懸命 勉強 した あとで， プラ ット長老 が自分

たちの求 めてい る本当の福 音を持 ってい ると思いま した。 そ

してみんな は，バ プテス マを受 けたのです。 その とき， ジ ョ

ン ・テーラーは２７歳で した。それか らは，イギ リスの詩人 の

国で生 まれた若い ろ くろ細 工師 ジ ョンは，新 しい生活 をす る

ことにな った のです。そ してかれの霊は高 め られたのです。

バ プテスマを受 けて数週間で， ジ ョンは長老 に な り ま し

た。 そ して そのふ た りは トロン トの近 くで回復 された福音 を

人 々に伝 えま した。数か月後 プ ラッ ト長 老 と別れ ま したが，

その時 ジ ョン ・テイラーは， カナダの北 の方 の教 会のすべて

の；支部 をせ わす る ことにな りま した。

その後， ジ ョンは予言者 ジ ョセブ ・ス ミス と会 うことがで

１６４

きま した。 そ して，ふ た りはよい友 だちとな ったのです。 や

がてジ ョンが バプテスマを受 けてか ら２年た ち，かれは十二

使徒 にな りま した。

それか ら １年後 ジ ョン ・テイ ラーは妻 と子供 た ちを連 れて

モ ン トローズにある丸太で できたみすぼ らしい古 い家 に移 り

住 みま した。 モ ン トローズの町 にはノーヴーか ら続 くミシシ

ッピー川 が流 れて いま した。 その時 ノーヴーの町 は， ミズ ー

リを追 われた聖徒 たちが新 しい家 をたてて いま した。当時 ジ

ョン ・テイ ラーの家族 は病気 にかか って いま した。そ して，

ジ ョンも病気 で した。 しか し， かれ は伝道 のためにイ ギ リス

へ行 くように とい う教 会の召 しに こたえたので した。 このこ

ろすでにジ ョンは，聖徒 たちの間で， 「正義 の闘士」 と して

知 られていま した。ジ ョンは ウィル フ ォー ド・ウ ッ ドラフと

い っ しょに伝 道 しま したが，ふた り と も一銭 のお金 も持 っ

てい ませんで した。彼 らは途 中， バー レイ ・Ｐ ・プ ラッ トと

ビーバ ー ・Ｃ ・キ ンボールのふた りの使徒 に出会 いま した。

プ ラ ッ ト長老が彼 らにさいふを渡 し， 「私 の持 っている もの

はこれだ けです」 と言 うと，キ ンボール長老 は， 「私 は １ド

ル あ りますか らその さいふに入れてあげます」 と言 い ま し

た。

ニューヨークまで旅を した ７週間に，テイ ラー長老 は ４度

も重 い病気 にな りま した。 しか し，かれは行 く町で， あ るい

は，道 ばたで福音を説 くことをや めませんで した。時には，

足が とて も弱 くなっていたので，立 っておれずすわ って福音

を説 きま した。 で も， とうとうウ ッ ドラフ長 老 とテイ ラー長

老 のふ た りは，真冬 のきび しい寒 さに耐え，小 さな船 で大西

洋 を渡 り， イギ リスへ着 きま した。そ して テイ ラー長老 は，

リバプールへ行 きま した。かれ は少年 のとき， どう した らお

け屋 になれ るだろ うか と この町で学んだ もので した。 ここで

も多 くの人 々が テイ ラー長老 の説教 に耳をかたむ け，イエス

・キ リス トの教会 に加わ りま した
。

ジ ョン ・テイ ラー と他 にふ た りの仲間 は，福音を持 って リ

バプ ールか らアイル ラン ドへ向 けて 出発 しま した。 そ して彼

らはニ ュー リーで ア・ｆル ラン ドでの仕事， つま り伝道を は じ

め ました。 そのニ ューリーの町 は北部 アイル ラ ン ドにあ り，

一方 はみ どりの美 しい丘 に囲 まれ， もう一方 は海 に面 して い

て， とて もすば らしい所 で した。彼 らはホール を借 り，人を

使 って，夜集会 があ ることを町中 に知 らせ ま し た。 お よ そ

矧
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７００人ほ どの人が 聞 きにきま した。 そ こでジ ョン ・テイラー

は説教 を しま した。

テイラー長老 ともうひ とりは， ニュー リーか ら，他の町へ

行 きま した。

その うちに トーマス ・ティ トとい う名前 の人が旅 に加わ り

ま した。 またあ る所 では， アイル ラン ドの二輪馬車 に乗 り旅

を続 けま した。 それ は，横や うしろのほうにも乗 れ る馬車 で

した。 それ か ら， あち らこち らにある白い小屋 に とまり，美

しい緑 の国を伝道 しなが ら旅を しま した。

彼 らは リスボ ンの町へ向か って歩いてい ま したが， その と

ち ゅうテイラー長老 は トーマス ・ティルに福音 を と き ま し

た。やがて，一行 が丘の頂上 に着 いた時，彼 らは ラフ ・ブ リ

ックラン ドとい う美 しい湖を見 お ろす ことがで きま した。 そ

の時 トーマス ・ティルが うれ しそ うに さけんだのです。 「こ

こに水 があ ります。私が バプテスマを受 けるのに，何 のさ し

つかえがあ りますか」 と， そ こで ジ ョン ・テイ ラーは， トー

マス といっ しょに湖へ入 り，彼 にバプテスマを ほど こしま し

た。 このバプテスマは教会が 回復 されてか らアイル ラン ドで

行 なわれ た初 めて の もので あると言われて います。

ジ ョン ・テイラーは， その後 も教会 のた めにつ くし， フラ

ンス， ドイツ， ノーヴー， ニューヨーク市，そ してふたたび

イ ギ リス と，多 くの国を伝道のた めに まわ りま した。 かれは

詩 もつ くりま した。そのなかには今 この教 会で歌 われてい る

もの もあります。

ジ ョン ・テイ ラーの人生 に起 こったでき事 の うち，最 もよ

く知 られてい るものは何 とい って も， １８４４年 の夏， カーセー

ジの牢獄 で起 こったあの事件 で しょう。 その時か れは， ジ ョ

セブ ・ス ミス， ジ ョセブの兄 ハイラム， ウ ィラー ド・リチャ

ー ドといっ しょにいま した
。 テイラー長老 は，そ の牢獄 の ２

階で ジ ョセブ ・ス ミスたちに頼 まれ， 「悩 める旅人」を歌い

ま した。 ところが，歌 い終 わ ると，顔 に絵の具を塗 った暴徒

が，牢獄 になだれ込んで来たのです。予言者 とそ の兄 は銃 で

うたれて死 にま した。 ジ ョン ・テイ ラーが窓 か らとび おりよ

うと した とき，た まが飛んで きて， １つ はチ ョ ッキの ポケ ッ

トに入 れてあ った時計 にあた り，他 の ４つは足に あた ったの

で，かれは うしろに放 り出 され て しまいま した。

で も， ジ ョン ・テイ ラーは死 にませんで した。 かれは１８７７

年 ブ リガ ム ・ヤ 酒グ大管長 の死 んぎ後， そのあとをついで教

会 の指導者 とな りま した。

難羅

ジ ョ ン ・ テ イ ラ ー一

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第 三 代 大 管 長

大管長 ジ ョン ・テイラーは， 白髪で，美 しいすんだ 目の予

言 者で した。 またかれ は，ほん とうに威厳が あり，誠実で，

勇気が あり，そ して親切 で した。 ある人は ジ ョン ・テイ ラー

の ことを 「イギ リスの紳士」 と言 いま したが，その とお りだ

と思い ます。大管長 と してかれは神殿 を建 て，伝道 活動 を さ

かんに しま した。

やがて， ジ ョン ・テイ ラー大管長 は， ユ タ州 ケーズ ビルで

１８８７年 ７月２５日に亡 くな りま した。 その時そ こで，７８年 間の

力強 い生 きた詩 は終 わ ったのです。か れの生涯 はかれ の詩が

生 まれたあの湖 の町 のよ うにほん とうに美 しい もので した。

ジ ョン ・テイラー大管長 の好 きな言葉

「神 め王国か
， それ とも無か」
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すばらし嘲 謙 癖 １三灘 １欝 難 ｌｌ
ら しを していま した。 さて， １８５９年 １０月 も終 わろ うと して いるころ， トーマスた

ち開拓者 の一行 は，冬が くる前 にユ タ州 に着 くことができるか どうか と心配 して

いま した。お となたちが谷間に家 を建 てよ うと計画 している時 に，子供 たちは，

ル ＿ ‘シ ＿ ．Ｃ ． リー デ ィ ン グ おなかい っぱいになるまで食 べ られるパ ンや肉や・ その他 いろいろなごちそうの

ことを考えていま した。

疲 れた一行が，ユ タ州 オ グデ ン市の近 くに到着 し，野営 の用意 を した時 にはもチル ドレンズ ・フ レン ド １９６１年９月号

うあた りは真暗で した。 しか し床 に入 る前 に，人 々はお祈 りす るためにひざまず

き， き ょう無事に到着で きた ことを感謝 し， あす食物 を手 に入れ る ことがで きる

ようにと神様にお願 い しま した。 開拓者 の一行 の うち，半数 くらいは飢死寸前で

病 気 にかか っていま した。

次 の朝早 く，マ クニールの家のお とうさんはわずかの食物 で も手 に入 れたいと

思い，そ のた めの お金を得 るため仕事を見つけよ うと して， オグデ ン市へ 出か け

て行 きま した。で もお昼 に なる前 ，小 さな子供 た ちが，おなかがすいた と言 って

泣 き出 したのです。 マクニールの家のおかあ さんは，１２歳 ほ どになるマーガ レッ

トに，原 っぱを横切 ったところにある小 さな家へ行 って戸の近 くに山のよ うに積

み あげて いるカボチャを少 し分 けて くれ るようにたのんで きて欲 しい と言 いま し

た。 マーガ レッ トは，乾い た草 の上を はだ しの足を引 きず るように して歩 きま し

た。 そ して，彼女 は，助 けが与 え られます ぶうにと， くり返 して お祈 り し ま し

た。

さて彼女が ドアを ノックす るか しない うちに，優 しい声で 「おはい りな さい。

どうぞおはい りな さい。私 はけ さか らず っとあなたを待 って いたのです よ」 と言

う声 が聞 こえたのです。 マーガ レッ トが中へ入 る と，焼 きたて のパ ンのか お りが

部 屋 に満 ちて お り，老婦人が， いそが しそうに大 きなか ごに食 べ物 を もっていま

した。婦人 は言 いま した。 「はい， この暖かいパ ンを持 って帰 りな さい。 そうす

れば私 は休む ことがで きます。 けさ何かが私 に 「食 べ物 を余分 に用意 しなさい」

と言 った のです。 私は あなたが来たので，その意味 がわか りま した。
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アル マ とな る こ との大 切 さ

あの有名な決戦で捕えられたので

誤った側に味方していたのか

エラ，若人のページ，１９６６年 １月号

ロ バ ー ト ・ス ペ ン サ ー

会の管理者であり大祭司であった父親 と同じ名前であ教

るところから 「息子の」アルマとして知 られているア

ルマは，モーサヤ王の４人の息子たちと共にひそかに歩きま

わり， 「よ く人にへつらい」 「言葉が多 く」教会を打ち壊そ

うと望んでいた。記録には，かれらは 「罪人の中でも最 も卑

劣な者」（モーサヤ２８：４），またアルマは 「非常に罪深い男

で邪神を信 じ」（モーサヤ２７：８）ていたと記 されている。

そうこうしているうちに，アルマは奇跡的な経験をした。

一人の天使が彼に現われ，アルマの父アルマの断食と固い信

仰と祈 りが答えられたことを説明した。天使はアルマに 「た

とえ自らの心によって神にすてられるとも，主の業を打ち壊

そうと努力 してはならない」 と告げた。

三 日三晩，アルマは地獄の激 しい苦痛を受けた。彼はその

時の経験を思い出して，数年後に息子のヒラマンに語 ってい

る。

「……しかし私がこのように責め苦 しめられ，すでに犯 し

た多 くの罪を思い起 こして非常に良心に責められ て い た と

き，神の子であるイエス ・キリス トと言うお方が，世の人の

罪を瞭 うためにこの世へ来 りたもうと言 うことを，私 の父が

前に人民に予言をしたことを思い出 した。そ してこれを思い

出 したとき，私 は心の中で 「神の御子イエスよ，永遠の死の鎖

にしばられて今苦汁を飲まされている私を憐みたまえ」と歎

願 した。 このように心の中で願うと，ごらん，私はもう少 しも

苦痛を覚えず，再び自分の罪を思い出して苦 しむこともなか

った。ああ， この時私の感 じた喜びと，私が見た驚 くべき光

とはいかにも大きかった。まことに，私はこの時前に感 じた

苦痛にひとしいほどの喜びに満ちたのである。わが子よお前

に言 うが私がその時 に感 じたほどの劇烈な苦痛がこの世にま

たとあろうか。またその時に感 じたほどの甚 しく美 しい喜び

．が こ の 世 に ま た と あ ろ う か 。」 （ア ル マ ３６ １７－ ２１）

父の信仰と祈りが息子を改宗させる霊的な力を呼び起 こし

たのであった。

そして息子のアルマに一 何が起 こったのであろうか。彼

は父に継いで教会の管理者となった。また彼はその民を治め

る最高の位に選ばれ大判事となったのである。

この息子のアルマから，私たちは神の目からみて，真の悔

い改めの結果は次のようなものではないということを学ぶ。

すなわち，

一 板 に釘 を打 ち込 み
，引 きぬ くことができるが，釘 の穴

をふ さ ぐことはで きない。

一 翼の折れた鳥はいまや回復 してはいるが再び以前のよ

うに高 くは飛べない。

７ 脱線 した列車は，線路に再びのせ られて も，目的地に

到着するまでの遠距離を行 くことは決 してできない。

神は私たちに予言者をとおして，真の悔い改めを許 し，つ

まり完全な許 しをもたらすと語っておられる。

アルマは悔い改め，神は彼を許 したもうた。彼は主に油そ

そがれた第一の大祭司 となった。彼は従順を学び，一生涯全

力を尽 くしてそれを実行 した。

これ こそが， アル マ となる ことの重要性 である。
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若 人 ε は

Ｊ・ ル ー ベ ン ・ ク ラ ー ク ・Ｊｒ．

エ ラ， １９３７年 ８月 号

Ｊ ・ル ー ベ ン ・ク ラー ク ・Ｊｒ， 副 管 長 は

以 前 メ キ シ コ．駐 在 大使 を 務 め ， １９３３年 か

ら６１年 に か けて 大 管長 会 の一 員 で あ った

き轟二愁纏 編 籍 繰 寛
の少しだけふれてみたいと思 う。御忠告 し

ておくが，それはごくありふれていて明白

なことであり，あなた方が以前よく耳にし

たことである。 しか しそれ らについてもう

一度聞くのも良いことであろうと思 われ

る。それは，あなた方今 日の若人に関連あ

ることである。

また若人について話すに当たり，私はい

わゆる当世の若人の運動の下に横たわる思

想のい くつかを話してみたいと思う。それ

は，今日ここにいらっしゃるあなた方がそ

れらの思想に彰響されでいるξ考えられる

根拠があるからではなく，むしろこの教会
ド こ 　 ド ロ ロ 　

の精神とそと．で教えていることが皆さんに

真の人生観，人 生の意味，高い目的，究極

において神ｏごとくなるという運命を知ら

しめて くれることをはっきりとさせる必要

があるか らである。 しかしながら，あなた

方が将来においてそれらの思想の影響を受

ける時のために話 しておきたいと思う。過

表の木生経験とまた多少の幻滅悪を持ち参

がらも｝白々強めら．れて行 く信仰に根ざし

た老人のもつ冷静さをもって，そして福音

のすばらしさとその栄光，さらに従順であ

れば私たちを救いと昇栄に導いて くれる福

音の原則を考えながらこの話を進めて行『く

つもりである。

人生７０年の坂を越えたとはいえ，私たち

はまだ大学の卒業証書をもらった当時の感

激をぼんやりとおぼえている。年は取って

いても，かなり昔の青春時代に得意だった

こと，あるいは話したことなどを思い出す

ことがある。今では少し気恥ずかしい思い

がする。とい うのは，年のせいで目はかす

み，想像力はにぶ くなっていても，現実は

かつて得意に思った り話したり．していたよ

うなうす っぺらな中味とは似ても似つかな

いということがわかるか らである。そして

当時そんなに大胆になっていた事柄は，夢

や幻のようにかすかなこだまとなって返 っ

てくるにすぎない。

そんな過 ぎし昔に，ある者は偉大な軍人

を，また ある者はマキャベリ１をしのぐ有

名な外交官を目指 して学校を巣立 っていっ

た。法律家や政治家，演説家，画家，劇作

家，あるいは閣僚や大統領を志 す者 もい

た。血湧き肉躍り，やろうとする意志に燃

えていた。希望は天に届 くかのように高 く

志はうなる獅子にも似ていた。勝利が腕を

広げて招き，名声が笑みをたたえて待 って

いた。なんと輝き．に満ちた時代１なんとす

ばらしい級友たちだ ったろうか。．

私たちは有頂点になづていた。世の中を

自分たちρよラな明るく活気あふれた若人

の基準た合わせることを夢みていた。．しか

し若き日は世と共に私たちから適ぎ去り有 ．

き，その歩みは乱れた。

この時になって初めて明白なことが らを

学んだのである。そしてそれは当時の私た

ちにはよく理解できなかったこ とで あ っ

た。あなた方にはすでにおわか りのことと

思う。すなわち，昼 と夜があって，１日は

２４時間， １年は３６５日であり，同じ年に留

まることはできないことを知 った ので あ

る。 しかも年々老いて行き （私たちの半数

がこのことを知った） １年には四季があっ

て規則正しくめぐってくることを。また正

しい者にも正 しくない者にも雨が降り２，

．太陽は同じように照ることを。寒い時には

すぺての人が寒 く，暑さに対しても同様で

あることを学んだ。春は種まき，秋は収穫

の季節，すなわち春に種まきや植え付けを

しなかった ら秋には収穫がないことを知っ

た。長年の経験から豊作の次には不作がや

って くることを知った。地上とそこに住む

人々は法と秩序で治め られており，決して

気まぐれや私たちの望みのままにはならな

いことを，また大多数の人々は私たちの発

言や意見に関心を示さないζとも知った。

そして，どんなに話 した り考えたりしても

自然はそれを理解 し得ないのである。

私たちがこれ らのことを学んだのは，や

すらかな眠りから覚める如 くに夢が破れて

自覚へと移 って行 くようなものであった。

私たちの目は少しずつ開かれ，．見知 らぬ世
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界すなわち現実の世界にまばたきをしてい

た．

それと共に完全な男 らしさと女らしさを

身につける時がやってきた。生計をたてな

ければならないという気持，家族に対する

責任感が芽生えてきた。欲，偽り，不正，

不正直を知 り，人生の矛盾が激しく押し寄

せる中で自分 と愛する者たちが生きていく

ために戦わなければならなか った。私たち

は不正を働いたり，人を欺 くこと，まして

や大いなる自然の律法や霊的な律法に背 く

ことはできないと悟 った。律法は常に罰を

伴 うことを知 ったのである。

こういう時に人は皆幻滅を感 じ，ある入

々にとっては希望を失 って失意の生活その

ものになってしまう。 しかし困難が うず高

く積まれるに従 って，絶えざる信仰を持っ

て義のうちに生活 している人々には永遠の

生命への希望が与えられ，神が生きたもう

ことを知 るのである。また福音の真理と救

いの原則，神と同胞への愛を知 り，神のみ

心と目的に対する変わらざる信頼を持っよ

うになる。こうして中年の成熟期へ と移 っ

て行 く。

私たちが知識を増し経験を積むことは，

綜が与えたもう最高に高価なる賜である知

恵を貯えていることになる。 こうして長い

ことかかって達成 した成熟は，その歩みを

早めて行 く。やがて円熟の期がや って くる

が，時として熟 し過ぎてしまう ことが あ

る。ついに現在あなた方が目にしている私

たちのようになる。あなた方の両親，ある

いは祖父母のように。良きにつけ悪 しきに

つけ，私たちはあなた方の中に自分 自身を

見るのである。以上述べてきたことは私た

ちのみならず，祖父母たちがそのまた以前

に経験してきたことである。 これらの経験

から，あなた方もまったく同じ道を歩んで

いると申しあげたい。

頭を振っている人がいるようだが，次の

ことを考えていただきたい。長年にわたる

人間の経験から，各世代がその時間と努力

と人生をどのように使うかがわかるのであ

る。時として政治的，経済的，あるいは道

徳的な問題が人類の間に起 こって予測がは
み

ずれ，病弊や伝染病がまん延 して，数字の

方程式並みに寿命を言い当てる死亡率の法

則が成 り立たないように見える こ とが あ

る。 しかし，どの場合も時間がすべてを元

通 りにし，偉大な人間生活はまた元のよう

になる。たとえ人類が無数に存在し，種 々

雑多であろうとも，宇宙にあって人間ほど

確かなものはない。若人もこの原則が変わ

らないと思っていることであろう。

今日の若人の運動について考えている人

の意見を知る機会があれば，私はその人が

頭の中で細か く描いていることを簡単に読

み取るであろう。私の意見に対して現代は

違っていて古い規則はすでになくなってい

るとか，古い律法は変わってしまい。新 し

い世界が， 新しい希望， 思想，標準，抱

負，業績，調整と共に生まれているという

反対意見があることもわかるであろう。世

界は若人のものであって，長いこと引き延

ばされてきたゆずりの時に入るべきだとい

う意見もあるだろう。

人生をわずかの土地を手に入れるために

あくせ く働き苦労している私たちにとって

この地球を所有するという考えは魅力であ

る。私たちが若い頃に描いた夢はあなた方

のように大胆ではっきりとしたものではな

かった。このことか ら，幾多の失意に訓練

されてきた私の年老いた心に次の ２つの質

問が起 こる。若人 とはだれのことなのか。

きょうここに出席 したあなた方のような人

たちのことだろうか。それとも１年後，１０

年後にここに出席する人のことだろうか。

今 １つの質問は，若人とはいつをさすのか

／６９



ということである。１５才か ら１８才を言うの

か，それとも１９～２０才，２１～２４才，２５～３０

才，あるいは１５才か ら３０才まで全部をさす

のだろうか。もし１５才なら，１４才はなぜ若

人ではないのか。そして赤ん坊はどうなの

か。もし３０才なら，３１才はなぜ当てはまら

ないのか。また逆のぼって１８８０年代，１８９０

年代の人たちは違うのだろうか６後者の考

えは非常に興味深いので，少しこれについ

て老えてみたいと思 う。

２１才あるいは２２才以上の人をすべて若人

ゐ中に入れるとすれば，それ以上の年令の

人はすでに地穀の幾分かずつを自分のもの

にして し．まって容易には手放さないだろう

ということに気がう くのは当然だと思う。

さらに，あなた方が この年令に達した時に

は，３～４才年下の人々はむやみに欲しが

りすぎるという理由をつけて，絶対に自分

の分を渡すまいとするであろう。．そして，

その人々が同じように働き，持分を獲得し

ても，自分の分は取らないだろうと考える

のである。

しか しながら，たとえ若人 （だれであろ噛

うと，また年令に関係な く）が他人の家や

土地などを譲り受けるのに成功したとして

も，経験や長年みがいた技術を必要とする

仕事，持場，地位などはどうであろうか。

たとえば劇作家の場合について老えてみ

よう。大衆は シェークスピア劇を書きかい

と思っている人をいちいち考慮に入れてい

ない。それぞれ個性があって，自論を持っ

ている。同様に画家や彫刻家，音楽家，法

律家，その他数々の職業，また工業財界の

如呵を問わず大事業を運営する人について

も同じことが言える。同じ原則が学校や教

会その他人生のすべての場に通用する。人

は，責任の重い場所には経験を積んだ信頼

のおける人材を望むものである。しかもこ

の経験 とか信頼，信用は長いことかかって

実を結ぶ。

勉強すればできると言うかもしれない。

確かに若人はやれるだろうし，それで問題

は解決する。 しかし学ぶには時を要する。

時は年に変わり，年は若さを失わせる。も

し世界が若人のものだ というのな ら，年を

とる間に若さを失いなが ら世界を自分のも

のにしていることになろう。

物質的なことがおろそかになっていると

いう意見があるかもしれない。然り，私た

ちには食物飲物，着物などがついてまわり

これ．らも重要なものだと思 う。しか し私た

ちは，適切な表現かどうかわからないが，

ユ７０

「さらに豊かな人生を」もたらす高い次元

のことについて老えているのである。若人

の中には，新 しい経済法則，政治上の主義

財政学上の規則，国際関係の原則などを考

案中だという人々がいる。 しかし，古い人

々がこれらの時代遅れかもしれないが，必

要なことをや っていることを知 って 欲 し

い。

勉強を重ね，よく考えてみれば，現在の

経済，政治，財政，国際関係が少なくとも

過去の状態を最高にしたものだということ

がわかるであろう。 しかしすべての悪い部

分が取り去られたというのではなく，数世

紀を経て悪いものは消え，よいものが残 っ

ているのである。

しかし時代は，私たちが経験しなかった

ような問題を若人にもたらしている。．私た

ちの時代には，自由やその保障がおびやか

されるようなことはなかった。今 日ではど

こにおいても自由がおびやかされている。

私たちの周囲には不法や無秩序，欲，不尊

がはびこっている。 自由主義政体，民主主

義政体が挑戦を受けている状態である。そ

れらを救 うとすれば，昨 日の若人，ここに

いる若人，朋 日の若人がや らねばならない

のである。

私たちはどんなものにせよ偽 りを立てた

り，それを尊んではならない。 偽 りの人

生，偽 りの生活，標準，思想，信条，原則，

また偽りの友，にせ予言者，偽 りの教会や

神を絶対に尊んではならないのである。

私は人の幸不幸で自分の人生に楽 しみや

益を見い出してはならないと思っている。

現在世の中が何よりも必要 として い る の

は，自分のものと人のものを理解すること

である。人の権利と幸福を認めて初めて，

自分の権利と幸福を受けるにふさわしいと

言えよう。そうでなければ，世の中には平

和，安全，自由は存在 し得ない。 こうした

過去があって，文明は存続 しているのであ

る。あなた方がこのことを心によく思い計

り，真理を悟 るように祈 りたい。そして こ

の真理を自分の行動の指針 として欲 しい。

過去 １世紀以上にもわたって，次の宣言

は教会の信条となってきた。 「政府は各個

人に対し良心の自由なる行使，財産の所有

権とその管理，および生命の保護などを保

証する如き法律を制定し，且つこれを犯さ

るることなく保持するにあらざれば，如何

なる政府も平和に存立するを得ず。」（教義

と聖約１３４．＝２）

今日これらに反するような世の運動は，

上記の精神から出たもめではない。

このことに関連 して，次のことを考えて

いただきたい。たとえ同じ誤ちを犯しても

標準に従わなかったのと標準を変えたのと

では違 うということである。社会にはいろ

いろな犯罪すなわち放火，略奪，盗み，殺

人などが広 く存在 しながらも，それらは社

会秩序や人々の良心に抑えられていた。 し

かしこれらの犯罪が人々を導 く筈の標準と

化してしまったら，どんなに立派な理由や

必要性を出したとしても，またいかに犯罪

の状況を制限したとしても，私たちの社会

は存続しない。 １例として，標準は正 しい

のにそれを曲げる人，正 しくない標準にす

べての人が服従している場合がある。世界

が現在かかえている問題はこの最後の点に

ある。この問題を救うために，人間の自由

と良心の自由を守るために，そして人の霊

を救 う主のみ業が地上に進められ るた め

に，あなた方若人の力を借りなければなら

ない。

クラ．一ク副管長が近代の若人に向けた説

教の中で今 １つ有名な言葉をさらにここに

記す。 「性欲は食欲やのどの乾きと同じで

満たされるべきものであるという老えがあ

るが，本来すばらしいはずの人間の感受性

にとってこれほど有害で，これ ほ ど そ の

意味を曲げられた基本的な問題はない。 こ

の教義は悪魔から出たものであり，破滅に

導 く。成熟した心と鍛練した心から生ずる

自制を持ち，また待っている霊たちに肉体

を与えるという神の計画を遂行するために

備えられたとして性を神聖なものとする時

に，性はその節度を保つことができる。 し

かしこの性も未熟で鍛練されていず，知識

や知恵がまだ十分ではない若人の身体で活

動を命じられると，あたかも煮立ったかま

のように本能をむき出しにし．て，肉体的に

も道徳的にも破滅という傷跡を残すように

なる。

両親としての神聖な責任を担 うあなた方

若人よ，自分と子供たちを獣のように低 く

することのないように。天使のごとく自分 、

自身を高めるように。」

脚 注

１． マ キ ャ ベ リ

２． マ タ イ ５

ニ コ ロ イ タ リアの政 治

思 想 家 １４６９－ １５２７

：４５参 照



教会 は真理 を独 占 して い るのか

ジ ョ ン ・Ａ ・ウ ィ ッ ッ ォー 長 老

レ

ジ ョン ・Ａ ？ウ ィ ッツ ォー長 老

十 二使 徒 評議 員 会会 員 （１９２１～１９５２）

イ ンプ ル ー ヴメ ン ト ・エ ラ編 集 長 （１９３５～ １９５２）

＿ のように質問する人は回復され
一

たキリス トの教会の主張すると

ころを全 く誤解 している。

真理を独占するとは，あらゆる真理

を持ちなが ら教会外の者に真理を与え

ず，真理か らもた らされる恵みを与え

ないという意味であろう。

教会の教えにそのようなことがある

はずがない。予言者ジョセブ ・ス ミス

の時代から，真理の光は地に生まれる

万人を照 らすと教えられてきた。教会

内外を問おず，真理を求める者はすべ

てそれを見出すことができ るの で あ

る。図書館，実験室，自然界で真理を

熱心に求める者は，尽きることを知 ら

ない真理の泉から報いを得 るで あ ろ

う。真理の源である方は寛大である。

教会はあらゆる所に住むすべての人々

が絶えず真理を求め続けるよう努めて

いる。なぜならば，人は真理を知れば

知るほど多 くの喜びを得 るか らで あ

る。

しかしながら，真理には多 くの種類

がある。：地球 と天体の情況を決める自

然の法則に関する真理があり，これに

よって事物が動き，運行する。これは

大切な知識であって，人類はその物的

知的恵みを受けでいる。 このような真

理の発見により，あらゆる家庭に光と

慰めを投げかける現在の文明がもたら

されているのである。

以下にあげるような高度の真理 もあ

る。人間の行動に関する真理すなわち

受けている知識 という賜の使い方に関

する真理，天に在 します神に関す る真

理，人間と父なる神 との関係に関する

真理，過去のなぞを解き，現在の目的

を明らかに し，人の行 く末を予言する

真理，人が用いさえすれば永遠に神に

近づかせ得 る真理である。

この後者の高度の真理が主イエス ・

キ リス トの福音に述べられている救い

の計画を形成 している。福音は主の思

いとみ心から生まれており，宇宙を貫

き，あらゆる事実，律法，原則を含み

あらゆる自然の働きを活気づける神の

目的を教えている。 このように全き福

音は真理の家 となり，あらゆる真理は

これに一致 している。真理の家である

福音は，あらゆ る真理を主張 し，人の

現在 と将来の幸福のためにあらゆる真

理を正 しい場所 と位置に置いている。

福音の真理は他のすべての真理と同

様，あらゆる入が求め得る。事実，お

そらくあらゆる人はこの根本的な知識

の一部を知って，大いに安 らぎを得て

いるのである。神を信 じるすべての教

会にこの高度の真理があるのは確かで

ある。これは末 日聖徒の教義である。

しかしながら１福音は地上において

主の権能のもとにあってこそ，効力を

発揮する。主は人を地上に置き，福音

を与えられた。主は初めより人の子 ら

を見守 り，人の背教により福音が必要

とされる時々に主の教会を確立 して こ

られた。教会を管理するため，福音は

神権 と呼ばれる権能を与えてきたこの

権能を持つ教会だけが完全なキリス ト

の教会であって，それは，一つ しかな

いｏ

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会は主

イエス ・キリス トの真の福音に関する

真理，唯一の神の救いの計画，キリス

トの教会を神のみ名において設立する

権能を有 している。

福音は一つであり，神権は一つであ

り，福音のすべての真理を有する教会

は一つである。 この意味で，神の日め

光栄の王国において全き救いを受ける

に必要なすべての根本的真理を有する

と主張する教会はただ一つである。

これを独占と言 うならそれ も良かろ

うる この教会は，へ りくだり，感謝 し

つつ，全人類を，主のみ前にあって永

遠の進歩に導 く完き知識 にもた らすと

いう高度な任務，大いなる責任を強 く

感 じている。
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家 庭 の タ ベ
ジ ョセ ブ ・Ｆ ・メ リ ル長 老 ※

エ ラ １９１８年 １月 号
司

１

弟姉妹の皆様，私はこのタバナ兄

クルにおいて過去何回となく話

題にのぼっている家庭の夕べについて

話すように求められた。私たちがそん

なに忘れっぽ く，また無関心で自分た

ちのためになることを絶えず思い出さ

せ られる必要があるのかと不思議に思

われるかもしれない。これは，私たちが

信 じていないからでも，指導されすす

められたことに共鳴 しないからでもな

く，置かれている状況によ る の で あ

る。普通の人は最良の環境のもとで努

力 し，働いている。義務や責任が数限

りなくあり，なすべきことをた くさん

抱えている。 こういった状況が原因で

本来やりたいことがやれな い 時 が あ

る。また疲れてしまったり，他の妨害

があったりという原因 もある。

末 日聖徒の中でどのくらいの人々が

おぼえているか知 らないが，私は何年

も前 にこの話題が出されたことを非常

にはっきりとおぼえている。その時私

たちは次のように約束され た の で あ

る。もし忠実かつ熱心に家庭の夕べを

行なうならば，家族か らだれも脱落す

る者はなく，このシオンのステーキ部

１７２

にある家庭には平和 と愛，純潔 と喜び

があり，それらは理想的な家庭生活の

場を与えて くれると。両親は子供たち

に良い影響を与え，子供たちが忠実で

真実を守り，清純 に育 っていつまでも

清 らかな姿を見るというたとえようも

ない喜びを受けるであろうと。また子

供たちの足は悪魔のわなや落 し穴か ら

遠ざけられるであろうとも約束された

のである。

これらの約束があり，そしてステー

キ部内のワード部で家庭のタベを行な

うように言われたにもかかわらず，現

在のところほんの数家族が家庭の夕べ

を行なっているというのは疑問の余地

がない。 しかも，兄弟姉妹の皆様，心か

ら家庭の夕べを行なっている人々は家

庭に大いなる祝福が訪れているという

証を持っているのである。 しか し不思

議なことに， ワー ド部の責任を預かっ

ている人々でさえも時々忘れている。

私たちは家庭の夕べの日にはいろいろ

な会合をやりくりしている。その晩は

末日聖徒が家庭で過 ごす晩であり，会

合は他の時にまわすように言われてい

る。

私たちが考えたり行動することに相

違が生ずることはない。また家庭には

両親 として逃れられない責任があるみ

（教義と聖約６８＝２５－２８参照）

だれかに責任を転嫁することはでき

ないのである。私たちが誠実で偽 らず

イエス ・キリス トの福音を信ずるなら

ば，家庭における責任以上 に大いなる

ものはないことを知っているはずであ

る。父親は，家族すなわち妻や子供 た

ちに対 して偽 らず，忠実 と誠 実 を 示

し，真心から家族のために働かなけれ

ばならない。自分を心から頼 りにして

いる人々に真実でなければならない。

その全生涯は彼らのために真心から捧

げ られる。不親切をすることな く忍耐

を もち， しかも忍耐とやさしさと愛の

精神を示さなければならない。友 とし

て助け手として妻を扱い，最も縁の近

い，愛する者として子供たちを扱う。

母親 も同様に夫と子供たちへの責任を

おぼえなければならない。子供 も両親

への責任をおぼえる必要がある。

もし福音に教えられている通 り完全

に家庭生活を営むならば，週に １度家

族が共に集まり， １週間で １番楽 しく
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ジ ョセ ブ ・Ｆ ・メ リル 長 老

十 二 使 徒 評 議 員 会 会 員

（１９３１－ １９５２）

有意義な時とするζとができるであろ

ラ。また父親たる自覚を持った父親 と

母親たる自覚をもった母親，そ して従

順の精神をもった子供がこの忠告を受

け入れて家庭の夕べを開 くなら，他で

は決 して得 られない影響や喜びが生ま

れるであろう。

大家族のために子供たちも赤ん坊か

ら大人までいて，いろいろな責任を抱

えている家族 もあるだろう。そういう

家庭では全員が一緒に集まる時間を作

るのがむずか しい。 しかし古いことわ

ざにもあるように，精神一到何事かな

らざ らん，為せばなるのだと思 う。 １

週間の中で，家族の愛を養い，教え，

理解 し，互いに心を通わせるためのほ

んの少しの時間もないということがあ

るだろうか。子供たちと心をひとつに

，していない両親は家庭をお ろ そ か に

し，与えるべき影響を与えていないこ

一とになる
。父親にも母親にも子供と親

密になれる可能性はある。子供が喜び

や悲 しみ，悩みをうち明けられるよう

な親友にもなれるのである。

ところで皆様｝ま， これ らのことが あ

まり重要ではないと考えているか もし

れない。 しかし私たちはこのことが最

も大切なことであると信 じているので

ある。以前とは違って私たちは目を覚

し，悪 と悪に向かう風潮を追い払わな

ければならないことを信 じている。そ

してかつてないほどに，できる限りの

ことをして働かなければならない。悪

魔はいろいろな方法で働きか け て い

る。悪魔の時が短 くなればなるほどそ

ρ）力を増 し，罫たちが活発で注意を向

けていないと，思いもよらない方法で

わなにかけられていることに気付 くで

あろう。このため，私たちには祈 りと

働き，そ して与えられた忠告を守るこ

とが必要 だとわかるのである。

兄弟姉妹の皆様，このシオンのステ

ーキ部におけるどの家族でも， 日曜 日

の晩を家庭の夕べとしたい。家族の者

が共 に集まることは，分家すなわち，

結婚 した息子娘たちにも反対はないと

思わ舵る。習慣になるまでやってみよ

うではないか。特別に必要を感 じてい

ない人や，子供たちは皆大 きくなって

しまって両親だけが残 されていると感

じている人がいるであろう。大家族，

小家族，年令層の如何にかかわらず，

歌や話，ゲーム，読書，経験 説教，

祈 りなど，全員にとって楽 しく有意義

なプログラムを組む ことができるので

ある。

何かの理由で子供のない家庭にも，

この家庭の夕べは有益である。無関心

と忘れっぽい性質のために，自分の妻

のきげんを取 らない夫がい る だ ろ う

か。彼女と２人きりの晩をとても大切

に思った時があったのではないか。妻

のきげんを取 らない夫など実に哀れな

ものである。人生の甘美な部分を家庭

か ら追い出 し，家庭を家庭でな くして

いる。それは単なる生活の場にすぎな

い。愛のない所に家庭は成 り立 た な

い。

私 の知 る限 りでは，家族 と共 に こめ

楽 しく有意義な夕べを過 ごさないでよ

い理由 は １つ も見当 らない。 も しこの

家庭 のタベを行な うな らば，他 では決

して得 られない愛 と一致， 平 安 の 精

神，満足が家庭に もた らされ るであろ

う。

※１９１７年 ８月２６日，日曜日，グラナイ ト・

ステーキ部四半期大会における，ジョセ

ブ．・Ｆ ・メリル博士の話
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扶 助 協 会 の 組 織
、

ベ ル ・Ｓ ・ス パ ッ フ ォー ド会 長

扶助協会誌 １９６３年１１月号

１８４２年 １月 ６日付の教会歴史記録に

は～１予言者 ジョセブ ・ス ミスが教会の

歴史におけるこの時期を喜んでいるこ

とが記 されています。 「新 しい年が幸

先 よくその歩みを始め，歩み続いてい

る。聖徒たちは寛大で思いやり深い神

の力を思う存分得で いと高 き神の神

殿を築 くため数々の方法に恵 まれてい

るかのようである。そ して神はこの神

殿の完成を，教会のみな らず世の中に

あって最も重要な出来事 として気づか

いなが らも期待 しておられ，シオンの

聖徒たちを して喜ば しめようとなさっ

ている。……真実これは末日の聖徒た

ちに長 くおぼえられる日である。……

完全なる福音，各神権時代にあって完

全なる神権時代，さらに時満 ちたる神

権時代をもたらすためにすべてのもの

が集められる日である。」（教会歴史記

録，第 ４巻英文Ｐ．４９２）

事実， これは教会の歴史にあって多

事な時期，すなわち聖徒たちにとって

喜びの時期であったことを証明 してい

ます。長 くおぼえられるような時代の

出来事が起 こったのです。

数々の出来事の中にあって，教会の

姉妹にとって最 も重大な意味を持つ出

来事は，１８４２年 ３月１７日の婦人扶助協

会創立でした。 これは主が予言者を通

して，娘たちがさらに完全になり，教

会と教会員に対 して良い助け手 となる

ための組織を与えたもうた恵みの時で

す。

姉妹たちのこの祝福に対する備えは

すでに明 らかで した。福音を学び，予

言者の言葉に耳を傾 け，その教えに従

順でした。また教会においてもよき働

き手であり，特にノーヴー神殿建設の

折には女性の役割を充分に果たしたの

です。姉妹たちはさらに完全な働 きを

なすことを熱心に求め，イライザ・Ｒ・

スノー姉妹が規則と細則を決めた組織

について予言者の承認を求めました。

扶助協会の組織を作 るきっかけとな

った状況について，サラ ・Ｍ ・キンボ

ール姉妹は，姉妹たちがノーヴー神殿

で働 く人々を援助するために，自分た

ちの力と手を結集するような 「女性の

集い」を作りたいと思っていたと記 し

ています。予言者は次のように答えま

した。

……これはあなたが望んだのとは違

う。姉妹たちの捧 げものは主に受け

入れ られていると告げよ。主は姉妹

たちのために紙に書かれた規則 より

もさらによいものを持って お られ

る。来週木曜日の午後に姉妹たちを

招き，私と幾人かの兄弟たちとを交

えて，私の店の向かい側にあるマソ

ニック・ホールで会いたいと思 う。そ

こで私は神権者たちの組織にな らい

神権の管理のもとに姉妹たちを組織

しよう。（扶助協会１００年祭 Ｐ．１４）

数にして１８名の姉妹たちが約束の時

と場所，すなわち１８４２年 ３月１７日に会

見 した時の思いは，まさに喜びと熱望

に他ならなかったことが察 せ られ ま

す。姉妹たちは感謝の心をもって，愛

と尊敬の的である予言者の口か ら次の

言葉を聞いていました。 これは教会の

姉妹たちが長 く心におぼえている言葉

です。 「今私は，この協会が議会の慣

例に従って会長 と副会長のもとに組織

されたことを 宣言する ものである。」

（扶助協会誌，１９４２年 ３月号Ｐ．１５１）

この記念すべき場に，ウィラード・

リチャーズ長老 と共に予言者の側近と

して居合わせたジョン・テイラー長老

は，姉妹たちに向かって 「この会が天

の律法にのっとって組織されたことは

喜ば しい」 と挨拶しました。 （扶助協

会誌，１９４２年 ３月号， Ｐ．１５１）

天の律法は神の律法ではないでしよ

うか。それならば，扶助協会は神の律

法により組織されたと言うにふさわし

いのではないでしようか。

扶助協会の １００年祭において大管長

会は次のように注意を促 しています。

私たちは， この組織が世にあって

特異な存在であることを扶助協会の

姉妹たちが忘れないようにお願いし

たい。なぜなら，神と御子が親 しく

訪れた もうて，末日の時満ちたる神

権時代を開 くよう偉大な予言者を召

し，姉妹たちはこの予言者に与えら

れた主の霊感によって組織 されたか

らである。地球上のどこを探 しても

このような起源を有する婦人の組織

はない。（扶助協会１００年祭，Ｐ．７）

サラ ・Ｍ ・キンボール姉妹は扶助協

会の記録で，婦人がこのように組織 さ

れない限 り教会の組織は完全とは言え

ないと述べた予言者の言葉を記 してい

ます。

予言者によって立て られた扶助協会

の歴史 と働きは，今や ２００年目に向か

っています。過去 １２１年の歴史におい

て世の中と人々の間に非常な変化が起

こっています。それらの変化の中にあ

って，女性の地位が向上 し，女性が組

織 されたグループを通 じて進んで発言

（
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し行動するようになったことは，大い

なる出来事だと思われます。扶助協会

が創立された当時， ごくわずかな勇気

ある女性が公衆を前にして話 しただけ

であって，組織を作 るなどという勇敢

な人 はさらに数えるほどでした。

驚 くべきことにこうした変化や発展

がありながら，扶助協会組織の基本的

な機構，予言者ジョセブ・スミスが定

めたきまりや当初の目的が変わること

な く存続 し， １２１年前にうちたて られ

た通 りにその機能を後の世まで保って

いるのです。

これは，扶助協会が人の律法ではな

く神の律法に従って組織された証明に

他ならないと思います。

扶助協会は，ノーヴーの時代 におい

て，絶えず予言者の見守りのうちにあ

り，その導きと勧告を受けて い ま し

た。そして，彼につ ぐ神か ら選ばれた

予言者たちの見守りを今もずっと受け

ているのです。かの予言者は姉妹たち

への言葉の中で，姉妹たちは神権の組

織にな らって神権の管理のもとに組織

されたとはっきり宣言 しています。姉

妹たちにこう告げています。

「あなたたちは，神が この神権時代に

おいて教会を導き，教えるように任命

したもうた人々の使 う権能として与え

られた神権によって導きを受けるであ

ろう。」さらに 姉妹たちに教えていま

す。 「もし会の計画を遂行する役員が

必要な場合は，その人を指名 し任命さ

せるように。」（予言者が教会員によっ

て選ばれると言わなかったことに注目

して下さい。）彼転 扶助協会の会員 に

特権を与えました。 しかも， 「非難を

振 り払 って」 その門戸 をす べての女性

に開放 しま した。 すべての女性 は予言

者 の指示 通 り挙手 によ り会員 となるの

です。

会の規則 や細則 は，最初予言者 に報

告 されていま した。彼 は言 っ て い ま

す。 「この会 の会長会 は中心 となって

業をなすよ うに。会長会が決定 したこ

とは律法 と認 め られ， その もとに働 き

がなされ る。 ……集会 の議事録 はあな

た方 の規則 と律法 に従 って行動す る時

の先例 となるであろ う。」 （扶 助 協 会

１００年 祭， Ｐ．！５） こう して扶助協会 は

初 めよ り規則 にのっとって行なわれて

きま したが，現在 もそ の通 りです。

予言者 はこの神権時代の婦人 に道 を

開放 しま した。彼 の口か ら出た感銘深

い言 葉 は大切 に しな ければな らない と

思い ます 。「私 は今 あなた方にかわ って

鍵 を回 してい る。 そ して知識 と英智 と

が この時か ら流 れ出るであろ う。 ……

これ は貧 しい者， 困 っている者 に とっ

て さらに よい時代 の始 ま りであ り，彼

らは喜 び，頭 に祝福 を豊か に受 けるで

あろ う。」（教 会歴史記録，４巻 Ｐ．６０７

１９６７年 ３月号聖徒 の道，ベル ・Ｓ ・ス

パ ッフォー ド 「高 め られ た女性」１９６７

年扶助協会 １２５周年記念 に発表 された

劇，「賜」）

扶助協会 は神 により組織 され，天 の

律法 に従 って神の霊感 により規 則が定

め られて いるが，その使命 も同様 に神

か ら小 された ものです。その使命 を簡

単 にあげてみたい と思います。

１．人を救 う。

２．回復 された福音 が神 よ りの もの

で あるとい う証 を強 める。

３．困っている人を助ける。

４．姉妹の才能 と能力を伸ばす。

５．家族 と家庭生活を高める。

６。地上に天父の王国を築 くうえで

神権者の助け手として働 く。

確かに，扶助協会は自由意志という

神からの律法を理解 し，末日に予言者

を通 して啓示されたように，人は神聖

であって神は子供たちに生命と救いの

計画を与えられていることを認識 して

いるのです。そ してこれ らの知識を世

界中の女性に知 らせ，自由と主が教え

られた生活を確立するためにその力を

発揮するという大きな責任を持 ってい

ます。

世の中にあってこれほど大きな責任

を抱えている婦人の組織はないでしょ

う。またこれほど力強 く，賢明で，正

しい指導力を有する婦人組織 として確

かな存在はないと思います。私たちは

正 しい真実の経路を通 して，また権能

ある神権者によっ℃委任された権能に

従 って働かなければなりません。 しか

も，神よりの啓示によって与えられて

いる真理を世の女性に知 らせる必要も

あるのです。

神聖な使命を受け，時代と世の変化

に染まることなく，扶助協会は女性た

ちを落 し入れようとしている悪の力か

ら守る役目をする必要があります。そ

れは世界中の女性 にとってかがり火 と

も道 しるべともなるに違い あ り ませ

ん。
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弁誉奪鍵藩 塑 雲
一サは湯気 で曇 った窓 ガラスを拭 きな

が ら見 つめていた。彼女 はダーシーが

今朝 は間 に合 うだ ろ う か と心配 だっ

た。元気な らたいてい歩 いて２０分 もす

れば学校へ着 くのだが，今朝 は １時間

も前 に送 り出 したのである。

彼女 は眉 を曇 らせ，古 い陶器 のバ タ

ー製造器 の ところへ行 って木製 のか く

はん器 を回わ した。 ダーシーはや っと

７歳にな ったばか りだけれど，彼 の人

格形成 を考 えて もそれほど早 すぎは し

ないな どと考 えていた。 ダーシーはい

い子 だけれ どぼ んや りしてい るところ

が あった。 ち ょっと した仕事を頼 んで

もたいてい他の ことに夢中にな って最

初 に頼 まれた ことをす っか り忘 れて し

ま うところがあ った。

若 いマーサ ・リー ドは自分 の責任 と

真剣 に取 り組 んで いた。 ４年前 の電報

以来一層真剣で あった。それは，責任

を 自分 ひとりで背負 わねばな らない と

い う知 らせであ った。近所 の人 たちは

若 いけれ どなかなかよ くや る立派 な人

だ と思 っていた。 マーサ にはばかげた

ことをす るような ところが な か っ た

し，その評判には 自信 を持 っていた。

ダーシーの評判 は どうなるのか， マー

サはそんな ことを考 えていた。

「学校 に遅れ る，学校 に遅れ る。」か

くはん器が そうささやいてい るようだ

ったσ

ふいに彼 女 は大 きな麦 わ ら帽をつか

む と， 急いでそ こら辺 にいた赤 いめん

どりを追 い払 いなが ら庭 を走 って行 っ

た。今週 はずっと遅刻続 きで，ま った

く恥ずか しいことだ。彼 女は ダーシー

が学校 に間 に合 ったか どうか調 べよ う

と思 った。

ダ ーシーの手 を引 っ張 って連れて行

こうかなど とも考 えた。 おだやか な秋

の早朝，彼女 は大 またで どん どん歩い

て行 った。 そう しなが ら，彼女 は もう

考 えるのをやめていた。郡道 に続 く近

道 は森 の中にあ った。 マ ーサは松葉 の

散 った狭 い道 を注意 しなが ら歩 いて行

った。彼 女は， ここ数か月忙 しくてす

っか り忘れて いたや わ らかい木の香に

はっとす る思いが した。

マーサが小川の傍まで来 る と， つぶ

‘
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れた お弁 当箱を片側 に置 き， くい入 る

ように水 の中を眺 めてい るダーシーを

見つ けた。彼女は，腹立た しく思 いな

が らダーシーをつかまえよ うと歩 み寄

った。

彼女の足音に気がついて， ダ ーシ ー・

は しし鼻の顔を彼女 の方へ向けた。 そ

の拍子に赤い毛 がパ ラ リと目にかか っ

た。彼は父親をそ っ くり小 さくしたよ

うだ った。

「シー
，見て！」 ダ ーシ ー が 言 っ

た。小川をまたいで生 えているやぶが

少 し動 き， ジャコ ウネズ ミが じっと ２

人 の方 を見なが ら泳 いでいたげ

「おい
，今朝 は何 をつか ま え た の 「

か。」 ダーシーが声をかけた。

ネズ ミは向きを変 えると， ゆっ くり

と向 こう岸 の隠 れ場所へ戻 っ て 行 っ

た。

「ぼ く
，毎 日あいつに会 って いるん

だ。」 ダーシーは もう終 わったという

よ うな調子 で説 明 した。「時々石を投 げ

る と， あいつ， その上を泳いで行 くん

だ。 ゲームみたいなんだ。」彼 は 少 し

不満 げに母親 を見 た。 「でも， あいつ

はお母 さんを こわが って いるんだ。大

人 は好 き じゃないのさ。」

「そうで しょうよ
。 ところで ダ．一シ

ー， お弁 当箱を ひろって，学校へ行 っ．

た方が良 いと思 うけど。」

「ああ学校か。 じゃ，行 っ て 来 ま

す 。」

「お母 さん も少 し歩 きま す よ。」マ

ーサはお説教を しようと思．っていたが

で きなか った。

「で も……」 ダーシーは松 の香 がす ’

る道を彼女 について とぼ とぼ と歩 いて

行 った。森 の中 はさわやかだ った。 マ

ーサ はのんび りと歩 いてい る自分 に気

がついた。 ここ しば ら くそんなふ うに ・

歩 いた ことがなか らた。 いつ も しなけ

ればな らない ことがた くさんあ つた。

ひ よこや ３頭 の牛の世話 ，それに牛乳

の上 皮をす くい取 って冷や し，．バ ター

を造 る仕事があ った。

気がつ くと，「緒 について来 たはず

の息子がいなか った。．

「ダーシー
， ダーシー。⊥㌧．

．彼女 がふ り返 互と， ダ ーシーは少 し

離 れた所にかがみ，頭 を地面 に近 づけ

ていた。彼女 は近 づ きなが ら言 った。

「何 してい る（ｂ。」

マ ーサは地面 に 目をや った。黒 くつ

やつや と した ア リが数 匹小 さな道 を行

った り来 た り して，互 いにぶつか り合

いなが らせわ し く動 いていた。

ダーシーは アリが通 る道 に小枝 を置

き．， ア リたちが驚 いて散 って行 くのを ：

見つめていた。

「地震 だよ
。」 ダーシーが言 った 。

「走 れ
。地震 だよ。」 「中国み た い

だ。」彼 は突然 マーサ にそ う話 しか け

た。

中国みたい と！ま何 の ことだろ うか。 ．

ダー シーが弁 当箱 を開 き， サ ン ドイ ッ

チをちぎ ってア リの方 に投 げてや りな

が ら残 りを食 べているのを眺 めて マ」

サは じっと考 えた。

人 間たちが不思議 そ うに見て いると

も知 らないで，小 さなア リは大 きなパ

ンのかたま りをわけ もな く急 いで あっ

ち こっちへ運 んで いた。森や し一ん と

した静 けざに も気がつか ない様子だ っ

た。

ダーシーが先 に立 ち上 って言 った。

「お母 さんに見せ る ものが あ る ん だ

よ。」彼 はマ ーサの先 に立 って， 去 年

倒れ た松 の木炉そ ろそち腐 りは じゅて

いる所へ行 っだ６ 「こらちぺ来て。お

母 さん， このやぶ の中だ よ。」

マーサ は， 日の光 を浴 びてキ ラキ ラ

と輝 く見事な型を「した くもの 巣 を見て 、

思わず息をのんだ。．

「ほ ら
， お母 さん見て 。」 ダ ーシー 、

がまるま った葉 を投 げ ると銀色 に輝 く

巣 の上 にひ っかか り，そ してかすかに

揺れた。 図

マーサ は思わず口．を開けてそれを見

つめた・か典 堅 もが糸に勉 ・て・

下 りなが ら踊 づざ 吟 るようだ った。音

もな く下 りて筏 くと，振 り返 って緑色

の葉を心配 そ う北 見つめ，仕 方ない と

い うように網状・の巣 か ら下 りた。

「こいつはハ単が好 きな ん だ
。」 ダ

ーシーの手がすち と伸びて
， 木をつか

み， くもの巣に近 づけたか と思 うとハ

エを逃 してや っ
．塵 。糸はまた揺れた。

くもは一 目散１ζ逃 げ＃が，糸 か らは離

．れなか
った。

「くもがハ系を食 べる と，ゴカエルが

くもを食べるで しよ。 そ うする と今度

はヘ ビが カエルを食べ ちゃう ん だ 。」

’～

ダーシーはま るでマーサの老 えている

ことがわか ってい るかのよ う。に， ま じ

めな顔で説明 した。 「それが自然 なん

だね， お母．さん 。」
「そ うよ

。 そ うだ と思 うわ。」 彼 女

は丸太に腰 か けなが ら言 った。遠 い昔

か らず っと，静 かな 目に見 えない戦 い

が 日ごと夜 ごと森 の中で くりひろげ ら

れていた。彼女 はそんな戦 いを感 じな

が らも不思議 と心 は平 安だ った。彼女

の心 に夫の．ダーシーが浮 かび，彼 と共

に木の茂 った丘 で過 ごした夏 の 日の こ

とを思い出 した。彼 の黒髪 が灰色 の 目

に無 造作 にかか っていた，様子 や，指 で

道 に小 さな四角形 を描 きなが ら話 した

時の低 い物静 かな声 を思 い 出 して い

た。彼 がいた らき っと， こんな小 さな

ことで も知 っていれば，大 きな ことが

わか る ものだ， と言 ったに違 いない。

遠 くの方か ら，鐘 の音が聞 こえて き

た。彼女 は何 の音 だろ うか とぼんや り

考 えていた。

ダーシーが小 さな声 をあげて言 った

「いけない
。学校 の鐘 だ。」

「急 いで」 マーサは お弁 当箱を渡 レ

なが ら言 った。 「ほ ら，走 って。 また

遅刻 しちゃうわ 。」 マーサは，土 ぼ こ

りを あげなが ら郡道 に出 ると曲が り角

に沿 つて走 って行 く息子 の姿 を見てい

た。 それか らゆ っ くり歩いて前 の丸太

に腰か けた。 くもはもういなか った。

ハ エの姿 も見当 らなか った。 くもの巣

だ けが元の ように露に光 っていた。 こ

んな小 さな ことで も知 っていれば。 愛

す る神様 ， どうぞ ダーシーがそのよ う

に育 って くれ ます ように。彼女 は心 の

中でそ うつぶやいた。

マーサ は日が高 くな って暖め られた

空気 を快 く感 じなが らひとりでほほえ

．んだ。 「あなたは 自然 その ものだわ」

・彼女 は，見えな い クモに向か って言 っ

た。 まるで彼女の ように，小 さな戦 い

に追 いか けられてい る生活だ った。

で も違 うのだ と思いなが ら彼女 は家

の方へ，バ ター製造器 やにわ とりや牛

の方へ向か って歩いて行 った。 人の生

活 には，小 さ くて気がつかない勝利 が

た くさん あって，か ちどきの歌 を歌 い

たい気持 の時があ る。 そ してきよ う，

私 には小 さな勝利 があ ったのだ。
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日本中央伝道部の頁

福 ・ 欝糎
蔵

噸
魯

〈岡崎伝道部長御家族お別れの言葉〉
愛する兄弟姉妹の皆様

今私達か皆様方への最後の挨拶を 「聖徒の道」に記載」ていたたこうと準

備 していますと何か しら皆様方に対する愛と感謝の気持て胸かいっぱいにな

って参 りました。

３年の年月がこんなにも早 く立って しまったのかと思いますととても信 じ

られない位でこさいます。過き去 りし３年間を振り返って見ますと私達はい

かに皆様か親切てあり，温かい心て私達に接 して くれたことかとそのことは

かりが思い出されます。皆様方はいつも私達の足もとを照らして下 さるよう

に努力 され，又家族のために私生活をよりくつろいて生活出来るように取 り

計 つて下 さいました。

皆様方はいつも私達を支持 し助けて下さいましたし，日本語を私達かよく

学へるように色々と励まして下さいました。又私達に皆様の強い 「証」を示

して下さいますことにより私達をより強めて下さいました。私達かこの日本

の地に来て払 った犠牲は皆様方か教会の発展のために毎日尽 していらっしゃ

る犠牲にくらべればほんとうに小さく見えます。皆様は私達の宣教師を愛 し

て下さることによって私達をよく助けて下さいました。いつも皆様方は宣教師を励まして下さいました．

その御協力の結果としてこの短い３年間の間にモルモン教会に於ける最も素晴らしい伝道部の一つにこの伝道部を作 り上げることが出来ま

した。主の王国建設のために皆様が果たされた偉大な働きに対 して私の様なつまらないものてすが心をこめて讃辞の言葉を送 りたいと思いま

す。ペテロは主イエス ・キ リス トに自分の主に対する愛をいかに示すことが出来るのでしょうか ？とたずねました。その時，主は ペ テ ロ に
ミ私の羊を養いなさい

ミと答えられました。私も 「もし皆様方か主を愛するならば常に主の羊をやしないなさい』というその愛の言葉を送 り

たいと思います。もしこのことをなさるなら，いつも皆様方は活発な会員として主に近っけるてしょう。

このことは皆様方がいつも幸福で主よりの大いなる祝福を受けられることを約束 して くれます。

私達がコロラトに帰 ってしまいますと，たとえそれが数百マイルはなれていようとも，福音のあたたかさによって皆様方 とその兄弟姉妹 と

して堅くつなかっておれますようにお祈 り致 します。再び日本を訪れ皆様方 と一緒に生活出来ますことを心より待ち望んております。私は福

音は真実なものてあり，このモルモン教会は末 日に於いて建てられた真実の主イエス ・キリス トの教会であることを証します。

とうか皆様方がいつも福音を真実なものとして受け入れ生活に生かされま す よ うに，主の最も素晴 らしい祝福か，皆様方一人 一 人 の上

に，いつも又いつまでもそそがれますようにお祈 り致 します。アーメン。
ズ ノ ヘノ ノへ ヘノヘ ロ ヘ ヘ ヘノ ダ ミ ヘノ ド ノ ドヘ ノゾ 　 ね と ヘアへか ノヘズ ノソ ヒヘ ダ ズヘノ ダ ズヘ ノ ヘノ ヘ ハ ヘノへ ヘハ ゼロブヘ ノヘノヘズヘズ ヘ ハ ズ い ガ 　 ヘノ

〈本当にありがとうございました／岡崎伝道部長御夫妻／〉
日本人よりも日本を愛され，みそ汁と和服を好み 「大和魂を示して くれた伝道部長。最 も日本人 らしい伝道部長だった岡崎行雄部長御夫妻
ニコニコいつも笑顔を見せ，フヱローソノピンクの手本を示され，日本人に大きな愛 と献身をささけられた岡崎部長御夫妻。ありし日の部長

御夫妻の姿をスナノブ写真でもう一度追ってみたいと思います。そしてその業績をほめたたえ，感謝 し，なつかしもうではありませんか。

趨

磯鯉議覇
。，、

蝋

騨糠 麟醜

騨噂 魂轡

製謎

薩聡繍 灘藍

最：も素晴 らしい記録は １か 目で１３６名 の改宗者 を出された ことですが次にその業績を写真で追 って示 します。 ①マス ターＭ メノ， ゴーノＬデ 〃 リーナー賞 を初 めて日本 に紹介

され ました。② 日本人のオナ ラリーゴールデ ノ ・グ リーナー賞 を日本 に紹介 され ました。③バザ ー等では料理の講習会を開いた り． ク ノキ ／グス クールを指導 され 伝道 に役立

てました。④ ボＦムプライマ リー及ひペ ニパ レー ドを活発 にして下 さい ました。⑤宣教師に よるダ ノスバ ソ ド「ライ ２ノクサ ソズ」 の結成 をされ伝道 に大い に役立 てました。

⑥ モルモ ノ館献堂式を成功 させ ました。⑦ 万博映画 「幸福を求 めて」 の製作 に協力 され大 きな力を発揮 され ました。⑧第二回 日本東部， 日本伝道部， ステー キ部，西 部 伝 道
叡 詰 蘭炉措報会同の．・ワィ袖思｝韮闇汐成功に道 ｒドがれ尋ｉナ・ ◎ 日太中中仔楢部 日太西部伝道部合同のＭ ＩＡ コノファレノスを主催 されました。⑩Ｍ ＩＡ コノファ レノス

（



日 本 伝 道 部

松 本 支 部

ぎ轟 ・

難

鍬

「いつの 日にか
， 日本 の国に多 くの教会が建つ であろうム

マシュウ ・カウリィ使徒 の述べ られ た この言葉が １９７１年 ４月

３日に再 び思 い起 こされま した。 この日， もう一つの教会堂

を建 て るべ く，鍬入れ式が松本 にて行 なわれ ま した。松本の

人 々は， この特別 な日を長 い間待 ち こがれて きま した。約７０

名 の出席者が あ り，私 たちが行 なった事 は隣人た ちの興味を

そそ りま した。

入 れ 式

も， モルモ ン教会 とそ こに集 う人 々がいかに彼 に感銘 を与 え

るかについて話 して下 さいま した。

）

その日は本当に良い日で した。少し寒い くらいでしたが，

集まった人々の中にあった御霊と証詞はそこにいるすべての

人々に暖い気持をもたらしました。

ビルス伝道部長はその御家族 と共に出席なさり，西地方部

の青柳地方部長がその会の司会をされました。彼の話に続き

ビルス伝道部長がこのすばらしい経験と機会について，また

主がいかに日本を，そして松本の人々を祝福されているかに

ついて話 されました。

また，出席者の中か ら市長代理の方が話され，その中です

ばらしい態度 と模範故に，また新 らしい教会堂が松本市のた

めになし得る事について讃辞 して下さいました。

宣教師を種々な面で助けて下さっている五味先生 （医師）

美 しい歌が松本支部の聖歌隊によって歌われ，その会に御

霊を増 し加えました。

礼拝堂は１２月に出来上が る予定です。建築宣教 師 が 召 さ

れ，支部の会員たちが出来得る限りの方法でそれを援助 しま

す。グレン ・ハンディ兄弟，ハンディ姉妹 と彼 らの愛娘デボ

ラーが松本で奉仕 します。

主のためにもう一つの美 しい礼拝堂ができることは松本の

人々にとって，また日本伝道部にとって もすばらしいことで

す。

新聞社か らの出席者 もあり，松本の新聞にはすばらしい記

事がのりました。
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友 よ大地 に明 日を築 こう！

「主の山に登るべき者はだれか。

その聖所に立つべき者はだれか。

手が清 く，心のいさぎよい者，、

その魂がむなしい事に望みをかけない者

偽って誓わない者こそ，その人である」

詩篇２４：３－ ４

北海道 の大 自然の中で， 日本東伝 道部 のユ ース ・コンファ

レンスが くりひろげ られ ます。

８月 ７日 （金）か ら９日 （日） まで充実 した意義深 い 日々が

続 くよう役員 たちが今着々 と準 備 してい ます。

６日のスポ ーツ大会 は，札幌市立体育館 で， ９時か ら開会

式 に引続 いて行 なわれ ます。各支部，伝道所 で １チーム以上

のバ レーボールチ ームを編成 し， 当 日は予選 に残 った ４チー

ムの決勝戦 のみを行 ないまず。 また後半 はイ ンスタ ン トチー

ムの試 合， 小 さい子供 の運動会 と，家 族 の全員が参加 できる

プログラムが用意 されています。

夜の演劇祭 （札幌支部Ｍ ＩＡホール）は，』東北が阿部順夫

兄弟演出の下に，「さっぱ夜ばなしデ。非海道は新江一夫兄弟

演出 の下 に， 「夕つ る」を上演 します。

７日 朝 ８時か ら１Ｑ時迄共 にぜ ミナール に出席 します。 ５

つ のテーマに分かれてい ます。 どのテーマを選びますか ？

１。偽善 とはどんな意味で しょうか。

２，不一致 をどのように解決で きるで しょうか。

３。学問 と信仰 をどの ように関連づ けた らよいで しょうか

４．人間 は過去 を どのよ うに変 える ことがで きるで し ょう

か。

５．職業選択 の基準 を どのよ うに考 えた らよいで しょうか

１０時３０分 か ら ３時３０分 までは，思 う存分 自然 に親 しんでい

ただ きます。

○藻岩 山登 山コース

○植物園のんび りコース

○ プール （オ リ≧ピ ック水 泳選手養成 コース）

○観光バ ス遊覧 コース

１０円 山動物園お子様
コース

当．日は宣教師 も参加す る予定 にな っています。

夜の６時か ら９時迄はダン塁パーテー （北海道理容美容セ

ンター大 摂一！レ）で１毎年 ここで い くつかの ロマンスが生 ま

れ ると聞きま した。 ムー ドの方 は小樽支部 の兄弟た ちが，生

バ ン ドでそつな く作 って くださる ことにな っています。

８日 ９時か「ら１２時迄証詞会 （札幌支部）６

沖

礁 勘 ロル ドβ ∴ワ、一鰭 御夫妻は趣 東

訪問の途中日本に立錯 られ則 松 元伝道部長御

夫妻 と共に日本東伝道部を訪問され， ４月１９日札

幌 において特別大会が開かれ，多数の会員，宣教

蓬 師が参瓢



▲ ４月 ９日 羽田に着かれたリー副管長 ▲ ４月 １８日夜 フ ァイ ア ・サ イ ドに て

リー副管長 を迎 えてステーキ部大会 開か る
去る４月１７，１８日今年最初のステーキ部大会かハロル ド・
Ｂ ・リー副管長を迎えて開催された。東京第ニワート部の会

場せましとつめかけた聖徒たちは， リー長老の霊感に満ちた

話と現状を見通す鋭い洞察力に強 く心を打たれた。神権指導

者会の席上， リー長老は日本か教会にあって果たす将来の役

割と可能性に目を留め られて，具体的な目標を示された。

すなわち，このステーキ部の人々の力をもってすれは，聖

餐会の出席率，ホーム ・ティーチンク，家庭の夕べの実施率

等において ６か月以内に飛躍的な進歩が可能であると述べら

れ， もしそれ らを達成すれは霊性か大いに高まることを約束

された。

現職の副管長兼十二使徒会長のアジア訪問は教会史上初め

てのことであり，定例ステーキ部大会を６週閻も延期 しての

訪問は異例のことであって， 日本の教会に対するまことに深
い御心の表われであることがうかかい知れる。
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１９５１年 ３月

リチ ャ ー ド ・ Ｌ ・エ バ ン ズ

道

「敵 の言葉 を信 じるな
」 とい うこ とわざが ある。 だが、 自分 で 自分 を吟味 し

た結果 は信 じられ よう。 では、以下 の質 問か ら 自分 を吟味 してみ よ う。 あな た

は信 じられ る人 として 、自分 自身 を も選 べ るだろ うか。 問題 が起 こった時 、 自

分 自身 を満 足 させ たいであ ろうか。自分 をなす がままに放 置 したいで あろ うか。

もし、あ なたは、他 人 の家 、納屋、銀行 が閉 ざ されて いないか ら といって、通

行 権 が ないの に侵 入す るだ ろうか。貸借勘 定、法廷 、牢獄 、不 名誉 とい うもの

がなけれ ば、権ｉ利 の ない もの まで をもとるだろ うか。 力のな い人 に も力の ある

人 と同 じよ うに仕 えるだ ろうか。売手 が必要 にせ ま られて売 った場合 に も、別

に必要 でな くて売 った場 合 に も、公正 な価 格 を支 払 うことが で きるだろ うか。

口約束 で も文書 に よる契約 と同 じように守 るだ ろ うかＱ だれ に も気づ かれ ない

で遺失物 を発 見 した としたら、それ を持 ち主 に返 そ うと努 め るであ ろうか。 そ

れ ともポケ ッ トに入れ て しま うで あろ うか。 あなたは善 悪の 問題 をあいまいに

しないで あろ うか。友 だちの話 をす る時 、 その 人が 目の前 にいない場 合 で もい

る場合 と同 じよ うに話 す だろ うか。 失敗 を した時 、 それ を認 め るだろ うか。 そ

れ とも悪 い と知 りなが ら正 当化 しよ うとす るだ ろうか。顔 見知 りの人 がいな い

所へ行 っ て も、知 ってい る人の前 と同 じよ うに信頼 に足 る行 な いをす るだ ろ う

か。世 の人 々が あなたのお蔭 を受 けて．いる とあ なたは思 って いるだろ うか。 そ

れ とも自分 の望 み のため には自 ら働 かね ばな らない ことをあなたは本 当 に知 っ

てい るだろ うか。 よい行 ないを しよう と心 か ら努 力 してい るだろ うか。 あなた

は仕事 をや りとげよ うと努 め るだ ろうか。それ と も働 きす ぎる ことを恐 れて、の

ら くらして いるだろ うか。 自分 を支 配 しよ うで はないか。 自分 のため に働 こ う

ではないか。 あなたが 自分 自身の同僚 であ る として、 自分 を信頼 で きるだろ う

か。．もしあなたの同僚 が死 ん だ とした ら、彼 が生 きて いる時 と同 じよ うにその

家族 に対 してふ るま うだろ うか。 もし同僚 が健康 を損 ね た として も、彼 を公 平

に しか も寛大 に扱 い続 け るだ ろ うか。 もう一度裏返 して見てみ よ う。 あ なたは

自分 の ために働 きたいだ ろうか。 自分 自身 と生 活 したいだ ろうか。 これ は確 か

に過 酷 な採点表 であ る。 しか し、時に は自分 を裏返 しに して、他 人 のつ も りで ’

自分 を正直 に見つめ るの も良 い もので ある。
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